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広げよう広げよう

　　　市民協働の輪　　　市民協働の輪
～市民が主役のまちづくり～～市民が主役のまちづくり～

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

     
     

市
民
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

市
民
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

市
民
協
働
と
は
、
市
民
と
行
政
が

「
こ
の
ま
ち
に
住
み
た
い
」「
こ
の
ま

ち
に
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
魅

力
あ
る
阿
賀
野
市
を
つ
く
る
と
い
う

共
通
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
民
（
※
）
相
互
が
、
ま
た
は
、
対

等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
相
手
）
と
し
て

市
民
と
行
政
が
、
信
頼
と
理
解
の
下

に
共
に
考
え
、
お
互
い
の
特
性
を
生

か
し
な
が
ら
連
携
・
協
力
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

　

阿
賀
野
市
で
は
、
平
成
23
年
10
月

に
施
行
し
た
「
阿
賀
野
市
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
は「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

※
市
民
…
市
内
に
住
み
、
働
き
、
ま

　

た
は
学
ぶ
個
人
。
市
内
で
事
業
活

　

動
そ
の
他
の
活
動
を
行
う
個
人
や

　

団
体
、
企
業
。

市市
民
協
働
と
は

民
協
働
と
は

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ
「
花
ど
け
い
」

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ
「
花
ど
け
い
」

を
運
営
す
る
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン

を
運
営
す
る
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
い
ち
ご
み
る
く
」

テ
ィ
ア
「
い
ち
ご
み
る
く
」

⬆

⬆

⬆

富栄人による国道 49 号クリーン富栄人による国道 49 号クリーン

大作戦 !!大作戦 !!

特集　広げよう市民協働の輪

　

情
報
の
高
度
化
・
高
速
化
な
ど
生

活
環
境
の
多
様
化
や
道
路
網
の
整
備

に
よ
り
生
活
圏
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
の
深
い
結
び

付
き
や
住
民
同
士
の
連
帯
感
な
ど
が

希
薄
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能

が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
で
は
、
現
在
２
７
７
の

自
治
会
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢

化
と
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り
、
一

部
の
自
治
会
で
活
動
に
支
障
を
来
す

事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は

今
後
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
阿
賀
野
市
の
人
口
構
成

を
２
０
１
０
年
と
２
０
４
０
年
で

比
較
す
る
と
、
生
産
人
口
（
経
済

活
動
の
中
心
と
な
る
世
代
）
が
約

1
万
５
０
０
人
減
少
し
ま
す
。

　

高
齢
者
を
支
え
る
生
産
人
口
も
高

齢
者
1
人
当
た
り
１
・
４
人
と
な
り
、

15
歳
未
満
人
口
は
約
２
６
０
０
人
減

少
す
る
と
予
想
さ
れ
、
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
は
ま
す
ま
す
進
む
と
考

え
ら
れ
ま
す
。（
左
図
）

少少
子
化
と
人
口
減
少

子
化
と
人
口
減
少

市
の
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
分
田
女

市
の
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
分
田
女

性
防
火
ク
ラ
ブ

性
防
火
ク
ラ
ブ

⬆

本
格
的
な
自
転
車
レ
ー
ス
「
阿
賀
野

本
格
的
な
自
転
車
レ
ー
ス
「
阿
賀
野

ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
を
運
営
す
る
ボ
ラ

ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
を
運
営
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

⬆

地地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

機
能
低
下

機
能
低
下

　

社
会
情
勢
の
変
化
を
背
景
に
、
市

民
ニ
ー
ズ
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
は

多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
が
提
供
す
る
公
平
・
平
等
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
き
め
細

や
か
な
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

市市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

　

自
主
的
・
主
体
的
に
社
会
性
・
公

益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
や
市

民
活
動
団
体
な
ど
の
活
動
も
少
し
ず

つ
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
自
ら
が
保
有

す
る
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な

が
ら
市
民
の
視
点
に
立
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
行
政
に
な
い
自
由
な
発

想
、
地
域
に
密
着
し
た
お
互
い
の
顔

の
見
え
る
活
動
な
ど
を
行
う
市
民
活

動
団
体
等
は
公
共
を
担
う
主
体
と
し

て
今
後
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

自自
発
的
な
市
民
活
動

発
的
な
市
民
活
動

　

市
民
協
働
は
、
多
く
の
市
民
か
ら

地
域
や
市
の
事
業
に
関
心
を
持
ち
、

み
ん
な
が
主
役
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
み
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
次
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎ 

市
民
に
と
っ
て
は
、
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ

と
で
行
政
が
よ
り
身
近
に
な
り
ま

す
。

◎ 

地
域
組
織
に
と
っ
て
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎ 

市
民
活
動
団
体
等
に
と
っ
て
は
、

社
会
的
な
理
解
や
評
価
が
高
ま
り

活
動
の
幅
が
広
が
り
組
織
の
強
化

が
図
れ
ま
す
。

◎ 

事
業
者
に
と
っ
て
は
、
地
域
社
会

と
の
結
び
付
き
が
強
く
な
り
、
よ

り
効
果
的
な
社
会
貢
献
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎ 

行
政
に
と
っ
て
は
、
多
様
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
市
民
の
視
点

に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
、
ま
た
事
業
内
容
の
見
直
し
に

も
つ
な
が
り
、
行
財
政
運
営
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

協協
働
に
よ
り
期
待
さ
れ

働
に
よ
り
期
待
さ
れ

る
効
果

る
効
果

資料：「国立社会保障・人口問題研究所資料：「国立社会保障・人口問題研究所

　　　　日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」　　　　日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」

45,560 人

41,706 人

37,563 人

33,172 人

阿賀野市の人口構成の推移
高齢者を支える
　　　　生産人口

1.4 人

2.3 人

1.7 人

1.5 人
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特集　広げよう市民協働の輪

市内で活動する人たちにインタビューしました市内で活動する人たちにインタビューしました

八木 美代子さん（若葉町）八木 美代子さん（若葉町）

子育て支援ボランティア「いちごみるく」代表子育て支援ボランティア「いちごみるく」代表

田口 アサ子さん（東町）田口 アサ子さん（東町）

分田女性防火クラブ 代表分田女性防火クラブ 代表

石川 貴英さん（保田）石川 貴英さん（保田）

　

子
育
て
に

奮
闘
中
の
マ

マ
た
ち
が
、

ゆ
っ
く
り
と

お

茶

を

飲

み
、
ホ
ッ
と

で
き
る
親
子

の
居
場
所
を

つ
く
り
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
子
育
て
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
い
ち
ご
み
る
く
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

活
動
を
続
け
て
よ
か
っ
た
と
思
う

こ
と
は
、
ま
ち
で
子
ど
も
や
マ
マ
と

会
う
と
笑
顔
で
声
を
掛
け
て
も
ら
え

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
活
動
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
接
す
る
こ
と
で
自

分
も
成
長
で
き
る
と
こ
ろ
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

　

毎
月
第
2
・
第
4
月
曜
に
市
立
図

書
館
で
子
育
て
親
子
カ
フ
ェ
「
花
ど

け
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

「
家
庭
か
ら
火
事
を
出
さ
な
い
」

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
を
合
言
葉
に
、
分
田
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
で
は
、
消
防
・
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
地
域
で
も
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、
火
災
予

防
は
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
洗
濯
物
を
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
干
さ
な
い
こ
と
な
ど
、

地
域
の
顔
が
見
え
る
関
係
だ
か
ら
こ

そ
き
め
細
か
い
啓
発
活
動
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
地
域
の
人
た
ち
と

の
連
携
が
深
ま
っ

た
り
、
他
の
地
域

の
人
と
話
を
す

る
こ
と
で
自
分
の

考
え
方
の
幅
も
広

が
っ
た
り
す
る
の

で
、
楽
し
ん
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

「
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
が

も
っ
と
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」「
日

本
中
の
人
た
ち
に
阿
賀
野
市
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」「
よ
り
多
く
の
仲
間

と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
つ
な
が
り
、

そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
の

思
い
か
ら「
阿
賀
野
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
開
催
で
苦
労
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
選

手
や
観
客
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
い
う
声
を
い
た

だ
き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
市
内
の
企
業
か
ら

も
、
多
大
な
協
力

を
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

開
催
を
通
し

て
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

子どもたちの笑顔が見たいから子どもたちの笑顔が見たいから

自分たちの地域は自分たちの地域は
　　　自分たちで守る　　　自分たちで守る

自分が生まれ育った地域が自分が生まれ育った地域が
 もっと元気になってほしい もっと元気になってほしい

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
が

自
主
的
・
継
続
的
に
行
う
公
益
的
な

活
動
で
、
団
体
自
ら
の
努
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
側
面

的
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ

か
ら
活
動
を
始
め
た
い
」「
新
た
な

事
業
展
開
を
図
り
た
い
」
な
ど
考
え

て
い
る
団
体
は
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ

い
。 ああ

が
の
市
民
活
動
補
助

が
の
市
民
活
動
補
助

金
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

金
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

地域のために頑張る団体を応援します地域のために頑張る団体を応援します

阿賀野クリテリウム実行委員会 代表阿賀野クリテリウム実行委員会 代表

◎補助金の額◎補助金の額

１事業上限 10 万円１事業上限 10 万円

◎補助金の対象となる事業◎補助金の対象となる事業

①市民や地域が抱える課題を解決するための事業①市民や地域が抱える課題を解決するための事業

②地域コミュニティの活性化を図るための事業②地域コミュニティの活性化を図るための事業

③ 地域の特色を生かし、その魅力を高めるための③ 地域の特色を生かし、その魅力を高めるための

事業事業

④地域の安全・安心の推進のための事業④地域の安全・安心の推進のための事業

⑤まちづくり活動に寄与すると認められる事業⑤まちづくり活動に寄与すると認められる事業

⑥その他、市長が必要と認める事業⑥その他、市長が必要と認める事業

※ 上記事業は、団体が新たに取り組む事業または※ 上記事業は、団体が新たに取り組む事業または

既存の事業を拡大もしくは発展させる事業であ既存の事業を拡大もしくは発展させる事業であ

ること。ること。

◎対象団体◎対象団体

構成員が５人以上の団体構成員が５人以上の団体

①市内を活動拠点としている市民活動団体①市内を活動拠点としている市民活動団体

②市内を活動拠点としているＮＰＯ法人②市内を活動拠点としているＮＰＯ法人

③自治会等の地域自治組織③自治会等の地域自治組織

◎募集要項・申請用紙◎募集要項・申請用紙

市民協働推進課にあります。また市ホームペー市民協働推進課にあります。また市ホームペー

ジからもダウンロードできます。（http://www.ジからもダウンロードできます。（http://www.

city.agano.niigata.jp/soshiki/kyoudou/10377.html）city.agano.niigata.jp/soshiki/kyoudou/10377.html）

◎申請期間◎申請期間

11 月 30 日（月）まで随時申請を受け付けますが、11 月 30 日（月）まで随時申請を受け付けますが、

予算枠に達した場合は、受け付けを終了します。予算枠に達した場合は、受け付けを終了します。

若
葉
町
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
会

若
葉
町
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
会

は
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
小
中
学
生

は
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
小
中
学
生

の
登
下
校
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

の
登
下
校
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
。

⬆

東日本大震災の被災者の東日本大震災の被災者の

ストレス等の軽減を図るストレス等の軽減を図る

ことを目的とした「希望ことを目的とした「希望

の風フェスタ」実行委員の風フェスタ」実行委員

会によるイベント。会によるイベント。

　約 100 人が参加し、健　約 100 人が参加し、健

康相談や子どもの遊び、康相談や子どもの遊び、

食事作りなどを楽しみま食事作りなどを楽しみま

した。した。

⬆

⬆⬆



7 平成 27 年 6 月号 6平成 27 年 6 月号

特集　広げよう市民協働の輪

いきいき健康応援対象事業の例

シャキ！いき！ウォーキング

男性の料理教室

こころの健康講座

レクリエーションダンス講習会

集団健 ( 検 ) 診

　

市
内
で
は
福
祉
、
防
犯
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
活
動
が
活
発
に

な
り
、
市
と
一
体
に
な
っ
て
住
み
よ

い
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
一
人

ひ
と
り
が
主
人
公
と
な
り
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
？
を
考
え
る
こ
と
で「
協
働
」

が
始
ま
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ

　

 

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推

進
係
（
内
線
２
８
０
）

でで
き
る
こ
と
か
ら
始
め

き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

て
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
貢
献
活
動
や
健
康
づ
く
り
事
業
に

地
域
貢
献
活
動
や
健
康
づ
く
り
事
業
に

　
　
　
　
　
　

参
加
し
て
マ
イ
レ
ー
ジ
を
貯
め
よ
う

　
　
　
　
　
　

参
加
し
て
マ
イ
レ
ー
ジ
を
貯
め
よ
う

　

市
で
は
、
6
月
1
日
か
ら
「
あ
が

の
い
き
い
き
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
が
地
域
貢
献

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
や
絆
を
感
じ
、
心
身
共
に
健
康
と

な
る
機
会
の
提
供
を
目
的
と
す
る
と

共
に
、「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
掲

げ
て
市
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
は
、
２
種
類

あ
り
、
1
つ
は
健
康
づ
く
り
を
主
体

と
し
た
「
い
き
い
き
健
康
応
援
」、

も
う
1
つ
が
市
民
協
働
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
対
象
と
し
た
「
い
き

い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
」
で
す
。

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
、
19

歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

貯
ま
っ
た
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
市
内

の
商
店
で
使
え
る
商
品
引
換
券
と
交

換
で
き
ま
す
。

　

い
き
い
き
健
康
応
援
は
、
市
が
主

催
ま
た
は
共
催
し
、
指
定
し
た
健
康

づ
く
り
等
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
が

も
ら
え
ま
す
。

　

シ
ー
ル
が
3
枚
貯
ま
る
と
抽
選
会

に
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
内
の

指
定
の
商
店
で
利
用
で
き
る
商
品
引

換
券
が
当
た
り
ま
す
。
抽
選
は
2
か

月
に
1
回
。
何
口
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
な
お
、
事
前
の
登
録
は
不
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

 

健
康
推
進
課 

元
気
長
生
き
支
援

室
（
内
線
６
１
１
）

　

い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る

人
が
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
す
る
こ
と
で
「
マ
イ

レ
ー
ジ
手
帳
」
が
も
ら
え
ま
す
。
登

録
は
団
体
加
入
の
人
も
個
人
で
行
い

ま
す
。

　

こ
の
手
帳
を
持
っ
て
、
市
が
認
め

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

と
マ
イ
レ
ー
ジ
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え

ま
す
。（
ス
タ
ン
プ
は
1
日
1
個
）

　

ス
タ
ン
プ
が
20
個
貯
ま
る
と
、
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
商
品

引
換
券
と
交
換
で
き
ま
す
。
商
品
引

換
券
は
、
市
内
の
指
定
の
商
店
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
あ
が
の
と
同
時
に

配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
阿
賀
野
市
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

 

・
市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働

　

推
進
係
（
内
線
２
８
０
）

　

 

・
阿
賀
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　

タ
ー
（
阿
賀
野
市
社
会
福
祉
協

　

議
会
内
）　

☎
67
‐
９
０
２
３

いい
き
い
き
健
康
応
援

き
い
き
健
康
応
援

ああ
が
の
い
き
い
き
マ
イ

が
の
い
き
い
き
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
と
は

レ
ー
ジ
事
業
と
は

いい
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
応
援

ア
応
援

お
や
こ
食
育
教
室
の
参
加
者
。
こ
の
教
室
も
「
い
き
い
き
健
康
応
援
」
の
マ
イ

お
や
こ
食
育
教
室
の
参
加
者
。
こ
の
教
室
も
「
い
き
い
き
健
康
応
援
」
の
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
の
対
象
で
す
。

レ
ー
ジ
事
業
の
対
象
で
す
。

⬆

 いきいきボランティア応援

　　　　　　　　　　対象事業の例

自治会における地域防犯パトロール

絵本の読み聞かせボランティア

敬老会運営ボランティア

老人福祉施設のボランティア

障がい者福祉施設のボランティア

子育て支援ボランティア

配食サービス、調理ボランティア

絵本の読み聞かせボランティア絵本の読み聞かせボランティア

　子どもを対象に、図書館等で絵本の読み聞かせを　子どもを対象に、図書館等で絵本の読み聞かせを

しています。しています。

⬆

朗読ボランティア朗読ボランティア

　「広報あがの」を視覚障がい者用に朗読し、カセッ　「広報あがの」を視覚障がい者用に朗読し、カセッ

トテープに録音して届けています。トテープに録音して届けています。

⬆

⬆

地域防犯パトロール地域防犯パトロール

　地域の児童・生徒の登下校の見守りや防犯に関す　地域の児童・生徒の登下校の見守りや防犯に関す

る啓発活動に取り組んでいます。る啓発活動に取り組んでいます。

シ
ャ
キ
！
い
き
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

シ
ャ
キ
！
い
き
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

⬆



■トピックス ■トピックス

9 平成 27 年 6 月号 8平成 27 年 6 月号

誓いの言葉誓いの言葉
左：松澤和憲さん（大野地）左：松澤和憲さん（大野地）
右：右：髙橋みなみさん（髙橋みなみさん（堀越堀越））

司会進行司会進行
　　　　左：比企麻里奈さん（小島）　　　　左：比企麻里奈さん（小島）
　　　　右：　　　　右：石塚勝也さん（石塚勝也さん（草水草水））

祝 

成 

人

祝電披露祝電披露
山口誠山口誠さん（さん（寺社寺社））

　5月 4日、水原総合体育館で平成 27 年度阿賀野市成人5月 4日、水原総合体育館で平成 27 年度阿賀野市成人

式が開催されました。式が開催されました。

　対象者 458 人のうち、381 人が出席。会場内は、振り袖　対象者 458 人のうち、381 人が出席。会場内は、振り袖

や羽織はかま、スーツなどに身を包んだ新成人で華やかなや羽織はかま、スーツなどに身を包んだ新成人で華やかな

雰囲気に包まれていました。雰囲気に包まれていました。

　実行委員長の荒木文香さんは「阿賀野市が素晴らしいま　実行委員長の荒木文香さんは「阿賀野市が素晴らしいま

ちとなるよう努力していく」と抱負を語りました。ちとなるよう努力していく」と抱負を語りました。

　また、新成人の小菅雅詩さん（上坂町）は「子どもの目　また、新成人の小菅雅詩さん（上坂町）は「子どもの目

標になれるような大人になりたい」、大野朱理さん（水ケ標になれるような大人になりたい」、大野朱理さん（水ケ

曽根）は「学校の先生になるための勉強をしているので、曽根）は「学校の先生になるための勉強をしているので、

それに向けて頑張りたい」と抱負を話してくれました。それに向けて頑張りたい」と抱負を話してくれました。

阿
賀
野
市
を
担
う
二
十
歳
の
門
出

阿
賀
野
市
を
担
う
二
十
歳
の
門
出

実行委員長実行委員長
荒木文香さん（下条町）荒木文香さん（下条町）

■情報公開の実施状況（平成26年度）

　①請求の件数および処理状況

関係部局 請求件数

請求件数のうち

公開 部分公開 非公開 不保有

市長部局 143 141 2 0 0

教育委員会 1 1 0 0 0

水道事業 0 0 0 0 0

消防 4 4 0 0 0

　②不服申立ての件数　⇒ 0件

阿賀野市
情報公開・個人情報保護制度
―― 平成26年度の実施状況をお知らせします ――

　市が保有している公文書を請求に応じて公開

する制度で、どなたでも請求することができま

す。

　請求は、請求する公文書の内容など、必要事

項を所定の用紙に記入し、総務課へ提出してく

ださい。市は、原則として請求の日から 15 日

以内に公開・非公開を決定し、文書で結果を通

知します。

　公文書は原則として公開しますが、法律など

で非公開とされるもの、個人のプライバシーに

関するものなど、一定の理由で保護の必要があ

るものは公開できない場合があります。公開に

かかる費用は無料ですが、写しの交付にはコ

ピー代が必要です。

　市が行う個人情報の収集や利用について具体

的なルールを定めるとともに、自己の情報の開

示や訂正等の権利を保障する制度です。

　自己の情報の開示や訂正等は、市に自己の情

報が保有されている人（本人）であれば、どな

たでも請求できます。請求およびその後の手続

きは、情報公開制度に準じますが、請求の際に

は、運転免許証や旅券など本人と確認できるも

のが必要となります。

情報公開制度

個人情報保護制度

■個人情報保護条例の運用状況（平成26年度）

　①請求の件数および処理状況

関係部局 請求件数

処理状況

開示 部分開示 非開示 不保有

市長部局
5

（自己情報の
開示請求）

4 1 0 0

　※市長部局以外での請求事案はありませんでした。

　②不服申立ての件数　⇒ 0件

■この記事に関する問い合わせは、総務課 庶務係へ　☎ 62-2510（内線 266）



■トピックス ■トピックス

11 平成 27 年 6 月号 10平成 27 年 6 月号

参加者の声参加者の声

　水中運動教室の

参加者からは、水

中運動を始めて良

かったこととして、

「友だちが増えた」

「生活に張りが出

た」「風邪をひきに

くくなった」といった声が多数寄せられています。

　平成 21 年度から開催している水中運動教室

は、好評をいただき、現在 450 人を超える皆さ

んが週 1回の水中運動を続けています。 

　参加者を対象に毎年実施している心身機能調

査では、「身体が軽くなった」や「気分がすっ

きりした」などの精神的な効果が表れています。

また、最大一歩幅の平均値が年々延び、全国平

均を大きく上回るなど、身体機能の維持向上が

数値上でも見られます。

新規参加者募集中！新規参加者募集中！

水中運動教室 好評開催中！水中運動教室 好評開催中！水中運動教室 好評開催中！水中運動教室 好評開催中！

 　　■問い合わせ・教室の申し込み

　　  ・教室直通電話　☎ 080-6856-7349

　　  ・健康推進課 元気長生き支援室　☎ 62-2510（内線 611）

　次のとおり新規教室などを開設しますので、参

加者を募集します。

＜新規教室＞

■日時＝  7 月 8 日（水）から毎週水曜、午前 9

時～ 10 時

■会場＝水原スイミングスクール

■募集人数＝先着 40 人

■参加費＝ 2,000 円／月

■スポーツ保険料＝  65 歳以上は 1,000 円、65 歳

未満は 1,850 円（年 1回徴収）

＜無料体験教室＞

■日時＝ ① 6月 24 日（水）午前 9時～ 10 時

　　　　② 7月 1日（水）午前 9時～ 10 時

■会場＝水原スイミングスクール

■募集人数＝①②共に先着 30 人

※ いずれの教室も水着、スイミングキャップ、バ

スタオル、飲み物を持参ください。水着の貸し

出しも行っていますので、問い合わせくださ

い。

● 水中では、浮力の影響で体重が約 10 分の 1と

なり、足腰への負担が少なく楽に運動ができま

す！

● 水の抵抗が陸上の 800 倍もあり、筋力トレーニ

ングに抜群の効果があります！

● プールの水温は、体温よりも少し低めの設定で、

効率的に体脂肪を燃やすことができます！

皆さんの参加をお待ちしています！

水中運動はこんなに効果的！水中運動はこんなに効果的！

家族で「食べること」について家族で「食べること」について

　　　　 話し合ってみませんか？　　　　 話し合ってみませんか？

～６月は「食育月間」です！～

○朝ごはん！ あなたの体の目覚まし時計

○よくかんで みんなで食べるとおいしいね

○地産地消 阿賀野の恵み 米・大豆・牛乳・野菜

○伝えよう旬！ 親から子どもに我が家の味

○作ってますか？ 食べてますか？ 郷土料理

○持ち歩こう エコバッグ

○もったいない 上手に料理ゴミ減量

■主な収録レシピ

春の郷土料理

　笹団子、いちご大福

冬の郷土料理

　のっぺ（小煮物）

かみかみメニュー

　豆みそ、ポークビーンズ、きなこ豆

新潟のおやつも手作りで

　ぽっぽ焼き

　食育メッセージをもとに作成したレ　食育メッセージをもとに作成したレ

シピ集に、郷土料理、エコレシピ、特シピ集に、郷土料理、エコレシピ、特

産物を使った給食レシピなど７品を新産物を使った給食レシピなど７品を新

たに加え、20 品掲載しています。たに加え、20 品掲載しています。

　レシピ集は、水原保健センター、各　レシピ集は、水原保健センター、各

支所、公民館、食育元気づくり応援団支所、公民館、食育元気づくり応援団

登録店においてあります。登録店においてあります。

■この記事に関する問い合わせは、健康推進課 健康づくり係へ　☎ 62-2510（内線 637）

阿賀野市が目指す７つの「食育メッセージ」
～取り組んでもらいたいポイントを７つのメッセージにしました。

「阿賀野市食育メッセージレシピ集」に
新しいレシピを加えてリニューアルしました！

いちご大福いちご大福



13 平成 27 年 6 月号 12平成 27 年 6 月号

隊員委嘱

感謝状贈呈

　

市
で
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し

て
都
市
部
か
ら
意
欲
の
あ
る
人
材
を
受

け
入
れ
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
。
石
原
貴
大
さ
ん
（
千
葉
県
市

原
市
出
身
）
と
佐
藤
慎
さ
ん
（
新
潟
市

東
区
出
身
）
を
第
1
期
生
と
し
て
決
定

し
、
5
月
1
日
、
市
役
所
で
、
市
長
か
ら

2
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
原
さ
ん
は
「
実
現
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
後
継
者
を
増
や

せ
る
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
佐

藤
さ
ん
は
「
社
会
人
経
験
は
な
い
が
、
阿

賀
野
市
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

2
人
は
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
市
内

の
農
業
法
人
等
で
実
務
経
験
を
積
み
な

が
ら
農
業
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

●
5
月
1
日
付
け
で
委
嘱

　出湯の温泉旅館「清廣館本館（木造3階建・瓦葺・

建築面積 257 ㎡）」が、3 月 26 日付けで文化財

保護法に基づく文化財登録原簿に登録。同日官

報に告示され、阿賀野市で初めて登録有形文化

財（建造物）として登録されました。

　5月 7日、清廣館で伝達式が行われ、文化庁か

ら交付された登録証とプレートが田中市長から

清廣館の清野房子代表へ手渡されました。

登
録
証
等
を
交
付

●
清
廣
館

　5月 8日、春城会の小泉豐信会長と川上貞雄副

会長、中村征士副会長、田中博信幹事が笹神支所

を訪れ、郷土の偉人を偲び、郷土愛を育んでほし

いと市内中学 1年生への配布分として小冊子「郷

土の誇り 市島春城」395 部を寄贈されました。

　市島春城（本名・謙吉）は、阿賀野市出身。政治

家、随筆家として活躍したほか、早稲田大学創設に

も尽力。初代早稲田大学図書館長を務めました。

地
域
の
偉
人
を
偲
ん
で

●
春
城
会

　行政相談委員として活躍された権瓶耕平さん

（小松）が、3月 31 日をもって退任されました。

　4月 20 日、市役所で、これまでの功績が認め

られ、澤村民哉総務省新潟行政評価事務所長か

ら総務大臣感謝状が伝達されました。

　権瓶さんは、平成 23 年 4月から 2期 4年間に

わたり、市民と行政との橋渡しをする身近な相

談相手として問題解決に尽力されました。

感
謝
状
を
贈
呈

●
権
瓶
耕
平
さ
ん

左から、小泉会長、川上副会長、中村副左から、小泉会長、川上副会長、中村副
会長、岩村教育長会長、岩村教育長

左から、澤村所長、権瓶さん、田中市長左から、澤村所長、権瓶さん、田中市長
　

5
月
1
日
付
け
で
、
総
務
大

臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
、
石

井
三
紀
男
さ
ん
（
保
田
）
が
新

た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員

　
　
　
　

 

●
5
月
1
日
付
け
で
委
嘱

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
道
・
国
税
・
登
記
な
ど
国
の
業
務
、
地

方
公
共
団
体
が
国
か
ら
委
任
や
補
助
を
受
け
て
行
う
年
金
・
生
活

保
護
な
ど
の
業
務
へ
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

相
談
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
１
４
）
　

委員委嘱

左から、石原さん、佐藤さん左から、石原さん、佐藤さん

寄付紹介 文化財

清廣館の皆さんと、田中市長（前列右端）、清廣館の皆さんと、田中市長（前列右端）、
岩村教育長（後列右端）岩村教育長（後列右端）

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　小川さんは、昭和 37 年 3月、運輸省に採用。

新潟海運局を初任地に、その後組織改正により

新潟運輸局、大臣官房人事課に勤務。新潟運輸

局新潟陸運支局長を経て、平成 14 年 7 月、国

土交通省新潟運輸局総務部長を最後に退職され

ました。

　この間、海運、陸運関係を中心に運輸行政の

発展に尽力されました。

　柳さんは、昭和 50 年 4 月、新潟県教育委員

会に採用。加茂市立七谷中学校を初任地に、新

潟市立石山中学校、新潟市立宮浦中学校などに

勤務。安田中学校校長、新潟県中越教育事務所

副参事を経て、平成 22 年 3 月、新発田市立猿

橋中学校校長を最後に退職されました。

　この間、中学校教育現場のみならず、教育行

政の分野にも尽力されました。

故・柳
やなぎ

 義
よし

則
のり

さん（緑岡）
(2 月 13 日死去 )

従六位・瑞宝双光章従六位・瑞宝双光章

瑞宝双光章瑞宝双光章

高齢者叙勲
（3月 1日）

教育功労

　曽我さんは、昭和 50 年 4 月から昭和 58 年 4

月までと昭和 59 年 4 月から平成 16 年３月まで

京ヶ瀬村消防団員として、平成 16 年 4 月から

平成 20 年 4 月まで阿賀野市消防団員として 32

年の長きにわたり務められました。

　この間、平成 5年 4月から平成 20 年 4月まで

の 15 年間は副団長を務め、地域住民の生命・財

産を守るため、消防・防災活動に尽力されました。

権
ごん

瓶
ぺい

 文
ふみ

夫
お

さん（小松）

瑞宝単光章瑞宝単光章

平成 27 年春の叙勲
（4月 29 日）

消防功労

曽
そ

我
が

 健
けん

藏
ぞう

さん（下黒瀬）

　木村さんは、昭和 39 年 4 月、新潟県警察本

部に採用。水原警察署六野瀬駐在所を初任地に、

相川警察署赤泊駐在所など県内十数か所で勤務。

六日町警察署苗場警備派出所所長などを経て、

平成 16 年 3 月、新潟県警部として新潟東警察

署地域課総括班長を最後に退職されました。

　この間、主に交番・駐在所業務に従事し、地

域の安全と安心を守るために尽力されました。

瑞宝双光章瑞宝双光章

第 24 回危険業務従事者叙勲
（4月 29 日）

警察功労

木
き

村
むら

 稔
みのる

さん（飯山新）

叙位・死亡叙勲
（2月 13 日）

教育功労

瑞宝小綬章瑞宝小綬章

平成 27 年春の叙勲
（4月 29 日）

国土交通行政事務功労

小
お

川
がわ

 勝
まさる

さん（長起）

　権瓶さんは、昭和23年 4月、新潟県に採用。東

川村立東川中学校を初任地に、安田中学校、新津

市立新津第二中学校などに勤務。新発田市立川東

中学校教頭を経て、昭和 62年 3月、新津市立小

合小学校校長を最後に退職。その後、新津市教育

委員会の教育指導主事を5年間務められました。

　この間、小中学校教育現場のみならず、教育

行政の分野にも尽力されました。
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15 平成 27 年 6 月号 平成 27 年 6 月号 14

催　
　

し

み
ん
な
で
考
え
よ
う 

地
域
の
こ
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
活
動
中
ま
た
は
活
動
に
関
心
の

あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
個
人
・
団
体
を
問

わ
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
28
日
（
日
）
午
後
2
時

〜
4
時
30
分

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
内
容
＝
「
支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
中
心
と
し
た
交
流
を
行
い
ま
す
。

▼
講
師
＝
川
本
健
太
郎
氏
（
敬
和
学
園

大
学
人
文
学
部
共
生
社
会
学
科
専
任
講

師
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人

▼
そ
の
他

① 

当
日
の
配
布
資
料
と
し
て
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
た
冊
子
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。
用
紙
は
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す

の
で
、
記
入
の
上
、
申
込
期
限
ま
で

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

② 

当
日
の
午
後
1
時
30
分
か
ら
、
市
共

同
募
金
委
員
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
等
へ
の
助
成
金
交
付
式

を
行
い
ま
す
。
都
合
の
つ
く
人
は
、

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
団
体
を
記
入

の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
6
月
10
日
（
水
）

▼
主
催
＝
（
福
）
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
〔（
福
）
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
〕

☎
67
‐
９
２
０
３

Ⓕ
67
‐
９
２
０
４

 kyo
ugase.syakyo

@
aq.w

akw
ak.co

m

や
す
だ
瓦
ロ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

一
万
枚
に
及
ぶ
瓦
の
装
飾
と
数
々
の

オ
ブ
ジ
ェ
を
見
な
が
ら
、
焼
き
物
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
30
分

▼
会
場
＝
や
す
だ
瓦
ロ
ー
ド（
庵
地
地
内
）

▼
内
容
＝
鬼
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
や
地

元
企
業
の
出
店
、
軽
飲
食
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
工
場
見
学
、
瓦
絵
付
け
体
験
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
瓦
協
同
組
合　

☎
68
‐
２
１
１
２

運
動
普
及
員
と
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

シ
ャ
キ
！
い
き
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

　

あ
が
の
シ
ャ
キ
！
い
き
！
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

　

毎
月
1
の
つ
く
日
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

デ
ー
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
一
緒
に

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
7
月
1
日
（
水
）
午
前
9
時
〜

（
午
前
8
時
50
分
集
合
）
※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
前

▼
コ
ー
ス
＝
水
原
街
な
か
コ
ー
ス
（
天

領
直
轄
領
地
と
し
て
栄
え
た
街
並
み
を

味
わ
え
る
約
6
㎞
の
コ
ー
ス
） 

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具

な
ど

※ 

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
、
荷
物
は

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
る
な
ど
し

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動
普
及
員
会
事

務
局
（
健
康
推
進
課
内
・
内
線
６
３
５
）

第
4
回

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
6
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館

▼
内
容
＝
阿
賀
野
支
部
会
員
の
歌

▼
入
場
料
＝
無
料
。
た
だ
し
、
社
会
福

祉
の
た
め
、
３
０
０
円
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
県
大
衆
音

楽
協
会
阿
賀
野
支
部

▼
問
い
合
わ
せ
＝
阿
賀
野
支
部
長　

小

林　

☎
63
‐
８
９
６
２

上
映
会
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
＝
6
月
28
日
（
日
）
午
後
1
時

〜
（
正
午
開
場
）

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー「
研
修
室
」

▼
作
品
＝
「
世
界
一
す
て
き
な
僕
た
ち

私
た
ち
へ
」

▼
内
容
＝
東
京
都
の
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
放
課
後
活
動
を
、
3
年
に

近
い
取
材
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
発

達
の
芽
を
育
ん
で
い
く
姿
を
丹
念
に
描

い
た
作
品
。
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
障
が
い
福
祉
作
業
所
に
よ

る
物
品
の
販
売
あ
り

▼
後
援
＝
阿
賀
野
市
、
市
教
育
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
子
ど
も
の
未
来
を
応

援
す
る
会
〝
ハ
ピ
ネ
ス
〞　

清
野　

☎
０
９
０
‐
１
５
５
５
‐
３
１
５
７

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
定
員
＝
35
人

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

交
流
ホ
ー
ル
展
示
案
内

◎ 

書
道
研
究
継
志
会
「
書
の
作
品
展
」

　

会
員
の
書
道
作
品
20
点
を
展
示
し
ま

す
。

▼
期
間
＝
6
月
9
日
（
火
）
〜
7
月
5

日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※ 

月
曜
休
館
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
交
流
ホ
ー
ル
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

歌
謡
シ
ョ
ー

▼
日
時
＝
6
月
7
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
太
田
由
紀
と
美
優
香（
新
保
）

◎ 

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
園
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会（
次
郎
丸
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

水
原
文
化
協
会

作
品
展
示
日
程

　

水
原
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間

①
6
月
26
日
（
金
）
ま
で

②
6
月
29
日
（
月
）
〜
8
月
28
日
（
金
）

▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
市
役
所
2
階
通
路

▼
展
示
団
体

①
水
白
会
（
書
道
）

②
水
原
郷
絵
を
描
く
会
（
絵
画
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
７
）

お
知
ら
せ

水
原
公
民
館
・
水
原
総
合
体
育
館

休
館
の
お
知
ら
せ

　

建
設
か
ら
30
年
以
上
過
ぎ
た
水
原
公

民
館
と
水
原
総
合
体
育
館
を
、
避
難
所

機
能
の
充
実
と
あ
わ
せ
、
内
外
装
や
設

備
の
更
新
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を

行
う
た
め
、
大
規
模
な
改
修
を
実
施
し

ま
す
。

　

両
施
設
の
工
事
は
6
月
議
会
で
議
決

さ
れ
た
後
に
着
手
と
な
り
ま
す
が
、
工

事
に
際
し
て
準
備
が
必
要
な
た
め
、
6

月
8
日
（
月
）
か
ら
休
館
し
ま
す
。

　

休
館
期
間
は
年
明
け
ま
で
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
再
開
の
め
ど
が
立
ち
次

第
、
あ
ら
た
め
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
あ
が
の
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
休
館
中
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
休
館
予
定
期
間
＝
6
月
8
日
（
月
）

〜
平
成
28
年
1
月
5
日
（
火
）

▼
そ
の
他
＝
水
原
公
民
館
の
駐
車
場
や

遊
具
等
も
、
危
険
防
止
の
た
め
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課 

管
理

係
（
内
線
３
２
２
）

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
水原郷病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

第 34回第 34回  瓢湖あやめまつり瓢湖あやめまつり
期間＝6月 13日（土）～ 30日（火）
会場＝瓢湖あやめ園ほか

《メーンイベント》

　★6月 21日（日）

　　時間：午前 9時 30 分～午後 3時 30 分

　　会場：瓢湖野外ステージほか

　○ キャラクターショー、各種芸能発表など

　○ お楽しみバザー、軽飲食、特産品・雑貨等販

売など

　○ 献血キャンペーン、食育・元気づくりコーナー

　○ フリーマーケット（芝生広場）

　　※天候の状況により中止の場合があります。

《水原文化協会小品展》

　日時：6月 13 日（土）～ 30 日（火）

　　　　午前 9時 30 分～午後 4時 30 分

　会場：白鳥の里、観察舎（新池）

　　　　（最終日は午後 4時まで）

《こいのぼり大作戦》

　期間：6月 14 日（日）～ 21 日（日）

　会場：瓢湖あやめ園周辺

《あやめ茶会》

　日時：6月 21 日（日）午前 10 時～午後 3時

　会場：瓢湖憩の家

◎フリーマーケット出店団体を募集

　場所：芝生広場

　出店料：1区画 500 円

　出店内容：日用雑貨、アクセサリーなど

　　　　　　（食品等はご遠慮ください）

　区画数：10 区画（先着順）

　申込期限：6月 12 日（金）

◎ 期間中は、水原商工会女性部による花がら摘み

を実施します。

■主催＝市観光協会

■ 問い合わせ＝商工観光課 観光係

　(内線 341・343)

　※まつり期間中の土曜・日曜は、

　　瓢湖管理事務所へ　☎ 62-2690

～ 215 種類 50 万本の『あやめ』が、皆さんをお待ちしています ～

＜大噴水を打ち上げます（土曜・日曜の午後 7時～ 9時）＞

＜ライトアップをします（午後 6時 30 分～ 9時）＞
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

河
川
の
伐
採
木
を

無
料
配
布
し
ま
す

　

新
潟
県
が
管
理
す
る
河
川
の
伐
採
木

を
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
ref.n

iig
ata.lg

.jp
/

sh
ib
a
ta
_
se
ib
i/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
6
日（
土
）〜
12
日（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

① 

新
発
田
市
上
新
保
地
内
（
加
治
川
左

岸
）

②
胎
内
市
清
水
地
内
（
胎
内
川
左
岸
）

▼
対
象
＝
ま
き
な
ど
を
自
家
消
費
す
る

人
（
営
利
目
的
禁
止
）

▼
料
金
＝
無
料
。
た
だ
し
、
積
み
込
み

や
運
搬
に
か
か
る
費
用
は
個
人
負
担
。

▼
そ
の
他

・ 

当
日
の
受
付
の
み
で
、
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

・ 

伐
採
木
を
集
積
し
て
い
ま
す
の
で
、

各
自
で
積
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
積

み
込
み
に
際
し
て
は
、
け
が
な
ど
に

十
分
注
意
の
上
、
伐
採
木
が
散
乱
し

な
い
よ
う
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地
域
振
興

局 

治
水
課　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐

５
１
１
３

松
く
い
虫
航
空
防
除
（
空

中
散
布
）
を
実
施
し
ま
す

　
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
か
ら
松
の
木

を
守
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

薬
剤
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

　

散
布
当
日
に
お
け
る
野
外
作
業
な
ど

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

散
布
当
日
か
ら
2
週
間
程
度
は
散
布

区
域
へ
の
入
山
や
山
菜
等
の
採
取
は
避

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
9
日
（
火
）
午
前
4
時

30
分
〜
7
時
ご
ろ

※ 

当
日
の
天
候
・
気
象
条
件
等
に
よ
り

日
程
・
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▼
散
布
区
域
＝
笹
神
五
頭
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
周
辺
（
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
笹
神
五
頭
ゴ
ル
フ
倶

楽
部 

管
理
部　

☎
62
‐
１
７
８
０

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
趣
旨
＝
戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今

日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い

を
い
た
し
、
国
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等

の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
は
、
遺
族
に
一

層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
償
還

額
を
年
5
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も

に
、
5
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お

い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
に
支
給
し

ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母

④
戦
没
者
等
の
孫

⑤
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑥
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

※ 

③
〜
⑥
は
、戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

⑦ 

①
〜
⑥
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
人
に
限
り
ま
す
。 

▼
支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、
5
年
償

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
間
＝
平
成
30
年
4
月
2
日
ま

で※ 

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
第
十
回
特
別
弔
慰
金
支
給

申
請
の
「
受
付
会
」
を
10
月
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
日
程
や
場
所
な
ど
詳
細

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
あ
が
の
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

援
護

係
（
内
線
２
４
７
）

戦
没
者
慰
霊
碑
「
新
潟
の
塔
」
改
修

県
民
募
金
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
は
終
戦
か
ら
70
周
年
で
す
。
先

の
大
戦
に
お
い
て
沖
縄
や
南
方
諸
地

域
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
、
パ
ラ
オ

等
）
で
戦
没
さ
れ
た
新
潟
県
出
身
者

４
１
９
６
０
人
を
慰
霊
す
る
た
め
、
沖

縄
に
建
立
さ
れ
た
戦
没
者
慰
霊
碑
「
新

潟
の
塔
」の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
塔
を
改
修
す
る
た
め
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
募
金
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
募
金
方
法
＝
第
四
、
北
越
、
大
光
の

各
銀
行
窓
口
か
ら
募
金
口
座
へ
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
振
込
手
数
料
無
料
）

▼
募
金
実
施
期
間
＝
平
成
28
年
3
月
31

日
（
木
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

福
祉
保

健
課 

援
護
恩
給
室　

☎
０
２
５
‐

２
８
０
‐
５
１
８
０

臨
時
福
祉
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

　

消
費
税
率
が
5
％
か
ら
8
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

今
年
度
も
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
分
の
市
町
村
民
税
（
均

等
割
）
が
非
課
税
の
人
の
う
ち
、
支
給

対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
の
世
帯
に
は
、

8
月
3
日
（
月
）
以
降
に
臨
時
福
祉
給

付
金
の
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
8
月
4
日
（
火
）
〜
11

月
4
日
（
水
）

▼
申
請
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
郵
送
す
る
書
類
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

福
祉

企
画
係
（
内
線
２
３
５
）

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
6
月
1
日
（
月
）
〜
4

日
（
木
）、
10
日
（
水
）、
15
日
（
月
）、

17
日
（
水
）、
18
日
（
木
）、
22
日
（
月
）

〜
25
日
（
木
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

▼
空
砲
等
訓
練
＝
6
月
5
日
（
金
）
午

前
8
時
〜
9
日
（
火
）
夜
12
時
（
終
日

訓
練
）

▼
航
空
機
訓
練
＝
6
月
19
日
（
金
）、

20
日
（
土
）
午
前
6
時
〜
午
後
9
時
（
早

朝
・
夜
間
飛
行
あ
り
）

▼
爆
破
訓
練
＝
6
月
26
日
（
金
）
午
前

8
時
〜
午
後
5
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

平成２６年度下半期寄付採納報告
　ご寄贈、感謝申し上げます。（敬称略）

寄附月日 寄付者 採納物件 採納目的・場所

10 月 22 日
水原小学校父母と教師の会

会長　小林正春
児童図書 25 冊 水原小学校

11 月 13 日
瓢湖ひまわりの会

五十嵐悦子
車イス 1台 阿賀野市

11 月 20 日
東京水原会

理事　間宮英之

ヤンキース松井選手サイン入りユ

ニフォーム 1着・バット 1本・硬

式野球ボール 1球

阿賀野市スポー

ツ振興展示用グ

ッズ

11 月 28 日
阿賀野市立安田幼稚園

PTA 会長　百都順也

通園バス文字キャラクター取り付

け一式
安田幼稚園

11 月 28 日
阿賀野市立安田幼稚園

PTA 会長　百都順也
書籍（絵本）64 冊 安田幼稚園

11 月 28 日
安田幼稚園 50 周年記念事業

実行委員長　月岡尚洋

ワイヤレスアンプ 1台・ワイヤレ

スマイク 1本
安田幼稚園

12 月 01 日
株式会社エスポワール

代表取締役社長　佐久間孝志
100,000 円 医療・福祉資金

12 月 05 日
明間隆雄と愉快な仲間たち

代表　明間隆雄
37,126 円 福祉目的資金

12 月 25 日 朝妻かおる 書籍等 1,345 点 阿賀野市

01 月 26 日
安田中学校昭和 45 年卒業生一同

神田敏信

ク ラ ッ チ 式 ハ ー ド ル 10 台・

ピアノ椅子 1脚・譜面台 1台
安田中学校

01 月 29 日 佐藤徹 休息用畳 6枚 安田幼稚園

03 月 10 日
安野小学校 6学年

代表　濱崎利恵子
児童会旗一式 安野小学校

03 月 17 日
越後桜酒造株式会社

取締役会長　小山景一
300,000 円 医療・福祉資金

03 月 20 日
平成 26 年度安田幼稚園修了児

保護者代表　佐藤圭

パネルステージセット（両面式）

一式
安田幼稚園

03 月 20 日
赤坂小学校平成 26 年度卒業生一同

保護者代表　成海直子
テント 1張り 赤坂小学校

■問い合わせ＝管財課 財産管理係（内線 272）
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
潟
県
内
で
は
1
日
当
た
り
約

３
０
０
人
分
の
献
血
が
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
6
月
21
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
1
時
〜
3
時

30
分

▼
会
場
＝
第
34
回
あ
や
め
ま
つ
り
会
場

▼
そ
の
他
＝
希
望
者
に
は
、
骨
髄
バ
ン

ク
の
ド
ナ
ー
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
時
間
は
、午
前
9
時
30
分
〜
11
時
、

午
後
1
時
〜
3
時
で
す
。

▼
協
力
団
体
＝
市
観
光
協
会
、
阿
賀
野

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
６
３
４
）

空
き
地
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

　

所
有
（
管
理
）
す
る
土
地
に
雑
草
や

樹
木
が
繁
茂
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

空
き
地
な
ど
に
草
木
が
繁
茂
す
る

と
、
害
虫
の
発
生
や
不
法
投
棄
誘
発
の

原
因
と
な
る
た
め
、
生
活
環
境
が
悪
化

し
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎ 

空
き
地
は
、
所
有
（
管
理
）
者
が
適

正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　

特
に
雑
草
は
、
梅
雨
の
時
期
に
成
長

の
勢
い
が
増
し
、
秋
ま
で
成
長
を
続
け

ま
す
。
空
き
地
な
ど
の
所
有
（
管
理
）

者
は
、
草
木
の
種
類
や
成
長
に
応
じ

て
、
ご
自
身
ま
た
は
業
者
な
ど
に
依
頼

し
て
、
定
期
的
に
草
刈
り
や
剪せ

ん

定て
い

作
業

な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

刈
り
取
っ
た
草
木
の
処
理
方
法
や
依

頼
す
る
業
者
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

環
境

係
（
内
線
２
１
５
・
２
７
８
）

身
近
で
大
切
な

公
共
下
水
道
事
業

　

以
前
は
、
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る

水
の
使
用
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
川
な
ど
の
自
浄
作
用
で
汚
水
は
浄

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
汚
水
量
が
増
え
、

汚
れ
の
質
も
変
わ
り
、
川
の
自
浄
作
用

は
限
界
を
超
え
て
い
ま
す
。
都
市
化
の

進
展
な
ど
に
伴
い
汚
濁
の
速
度
も
増
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
水
道
は
欠
か
せ

な
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
や
公
共

水
域
に
お
け
る
水
質
保
全
な
ど
を
目
的

に
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

◎ 

平
成
27
年
度
工
事 

予
定
箇
所

※ 

工
事
が
完
了
し
た
箇
所
は
、
平
成
28

年
4
月
1
日
の
供
用
開
始
（
使
用
可

能
な
状
態
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
京
ヶ
瀬
地
区

①
月
崎
地
内

②
下
里
地
内

▼
水
原
地
区

①
安
野
町
地
内

②
東
柳
町
・
水
原
地
内

③
牧
島
・
福
田
・
堀
越
地
内

④
原
中
屋
地
内

⑤
中
潟
地
内

▼
笹
神
地
区

①
村
岡
地
内

②
榎
船
渡
・
上
高
田
・
山
倉
地
内

③
横
山
地
内

◎
現
地
調
査
・
詳
細
設
計
箇
所

▼
笹
神
地
区

①
須
走
地
内

②
塚
田
・
下
一
分
地
内

 

◎ 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

　

工
事
期
間
中
は
、
交
通
規
制
な
ど
に

伴
い
、
皆
さ
ん
に
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
。

　

工
事
を
実
施
す
る
前
に
は
、
各
自
治

会
で
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日

程
は
後
日
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
工
事
が
完
了
し
、
供
用
を

開
始
す
る
と
、「
下
水
道
受
益
者
負
担

金
」
の
納
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

供
用
開
始
区
域
の
人
は
早
め
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
が
供
用
開
始
に
な
っ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
排
水
設
備
工
事
（
汚

水
を
下
水
道
に
流
す
た
め
の
接
続
工
事
）

を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
接
続
工

事
を
依
頼
す
る
場
合
、
排
水
設
備
工
事

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
下
水
道
の
仕
組
み

▼
排
水
設
備
＝
台
所
、
風
呂
、
水
洗
ト

イ
レ
な
ど
か
ら
出
た
汚
水
を
下
水
管
に

流
す
施
設
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
設

置
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

▼
マ
ン
ホ
ー
ル
＝
下
水
管
の
点
検
、
清

掃
な
ど
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
出
入

り
口
で
す
。

▼
下
水
管
＝
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
を
集
め
、
処
理
場
ま
で
流

れ
る
よ
う
地
中
に
埋
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
処
理
場
＝
集
ま
っ
た
汚
水
を
微
生
物

の
働
き
な
ど
に
よ
り
き
れ
い
な
水
に

し
、
川
や
海
に
流
し
ま
す
。

◎
3
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に

　

く
み
取
り
便
所
は
、
下
水
道
法
の
規

定
に
よ
り
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
に
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で

は
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り
水
洗

ト
イ
レ
に
し
な
い
と
家
屋
の
新
築
等
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局 

下
水

道
建
設
係　

☎
62
‐
２
８
３
３

東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

発
電
所
や
ダ
ム
か
ら
水
を
流
し
た
と

き
の
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
各
所
に

注
意
札
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

水
を
流
す
と
き
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
や

サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
河
原

に
い
る
人
は
危
険
で
す
か
ら
、
す
ぐ
安

全
な
場
所
に
移
動
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▼
次
の
と
き
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴
ら
し

ま
す

① 

ダ
ム
か
ら
初
め
て
水
を
流
す
約
10
分

前
② 

発
電
所
か
ら
初
め
て
水
を
流
す
約
10

分
前

③ 

発
電
所
の
出
力
を
増
や
し
、
水
を
多

く
流
す
と
き

〔
放
送
内
容
〕

　

「
こ
ち
ら
は
東
北
電
力
揚
川
ダ
ム
で

す
。今
か
ら
川
の
水
が
急
に
増
え
ま
す
。

河
原
に
い
る
人
は
危
険
で
す
か
ら
、
す

ぐ
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」

▼
次
の
と
き
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

①  

ダ
ム
の
流
入
量
が
毎
秒

１
５
０
０
㎥
に
達
し
た

と
き

②  

ダ
ム
の
流
入
量
が
毎
秒

３
０
０
０
㎥
（
洪
水
量
）

に
達
し
た
と
き

③  

ダ
ム
の
流
入
量
が
洪
水

量
オ
ー
バ
ー
後
、
毎
秒

１
０
０
０
㎥
増
加
ご
と

〔
警
報
内
容
〕

　

下
図
の
と
お
り
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

東
北
電
力
㈱ 

会
津
技
術
セ
ン
タ
ー

制
御
所

　

☎
０
２
４
２
‐
22
‐
２
２
２
０

・ 

阿
賀
野
川
ダ
ム
管
理
所　

　

☎
０
２
４
１
‐
47
‐
２
０
０
６ サイレン

■■■■
50 秒

サイレン

■■■■
50 秒

サイレン

■■■■
50 秒

10 秒
休み

10 秒
休み

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

04 月 23 日入札
建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

堀越会館解体工事 ㈱北友建設 1,566,000 円 92.9% 指名競争 H27.06.21 4

水原野球場・屋内運動場駐車場区画
線修繕

㈱新潟デック 626,400 円 92.1% 指名競争 60 日間 5

笹神支所清掃総合管理業務委託
㈱ダスキン白鳥ダ
スキン道下支店

1,483,380 円 100.0% 指名競争 H28.03.31 3

笹神支所コミュニティパーク管理委
託業務

坂井寸梢園 1,620,000 円 96.3% 指名競争 H28.03.31 4

五頭県民の森等施設管理委託業務 ㈲笹神衛生社 918,000 円 72.8% 指名競争 H28.03.26 3

うららの森芝生広場維持管理委託業務 坂井寸梢園 939,600 円 87.2% 指名競争 H27.10.31 3

阿賀野市立赤坂小学校複写機賃貸借 ㈲ハタノ商会 12,744 円／月 89.4% 指名競争 5年間 3

阿賀野市立京ヶ瀬小学校複写機賃貸借 ㈱白善商店 21,535 円／月 76.8% 指名競争 5年間 3

阿賀野市立京ヶ瀬中学校複写機賃貸借 ㈱白善商店 29,700 円／月 73.7% 指名競争 5年間 3

阿賀野市議会本会議会議録印刷製本
等業務委託

㈱会議録セン
ター

2,287,008 円 100.0% 指名競争 H28.03.31 2

平成 27年度阿賀野市議会だより印刷
業務委託

島津印刷㈱ 1,067,178 円 94.8% 指名競争 H28.03.31 4

安田 B&G 海洋センタープール上屋
シート取付撤去等作業委託

㈱阿賀建設 885,600 円 96.5% 指名競争 H27.09.18 4

04 月 30 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

京ヶ瀬小学校プール濾
ろ

過機濾過材入
替工事

㈱三京 1,684,800 円 89.7% 指名競争 H27.05.31 3

水原小学校プール補修塗装工事 ㈱井上土木 1,652,400 円 96.8% 指名競争 H27.05.31 3

五頭の里 1階男女トイレ修繕工事 ㈱ライズビルド 5,832,000 円 98.2% 指名競争 90 日間 8

家庭用可燃ごみ処理券印刷 ㈱ハマキン 1,678,212 円 81.5% 指名競争 H27.05.25 3

安田浄化センター水処理・汚泥処理
用薬品購入

㈱都市環境 3,167,478 円 81.3% 指名競争 H28.03.31 4

市民交流農園ハウス・新規就農支援
ハウス整備基本構想策定委託

エヌシーイー㈱ 4,698,000 円 94.2% 指名競争 180 日間 5

阿賀野川堤防道路除草業務委託（第
1工区）

㈲中野建設 1,036,800 円 97.0% 指名競争 H27.09.30 5

阿賀野川堤防道路除草業務委託（第
2工区）

㈲安田土木 3,304,800 円 98.4% 指名競争 H27.09.30 5

かがやき分署デジタルフルカラー複
合機賃貸借

㈱サトウ教材 17,712 円／月 81.6% 指名競争 5年間 3

尿流量測定装置購入
ジェイメディカ
ル㈱

2,149,200 円 99.5%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

院内天吊・スタンド式処置灯購入 源川医科器械㈱ 4,968,000 円 94.8%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

実験台一式購入 源川医科器械㈱ 8,478,000 円 98.1%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

脳波計一式購入
ジェイメディカ
ル㈱

10,800,000 円 99.5%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

薬剤機器（その 1）購入
ジェイメディカ
ル㈱

25,380,000 円 98.4%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

核医学検査装置購入 源川医科器械㈱ 5,886,000 円 97.3%
制限付
一般競争

H27.09.10 1
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お
知
ら
せ

光
サ
ー
ビ
ス
へ
の

乗
り
換
え
に
当
た
っ
て

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
が
光
サ
ー
ビ
ス
の
卸
売

り
を
開
始
し
た
こ
と
に
伴
い
、
た
く
さ

ん
の
事
業
者
が
光
サ
ー
ビ
ス
を
一
般
消

費
者
向
け
に
提
供
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

光
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者

で
は
な
い
代
理
店
な
ど
が
勧
誘
し
、
説

明
不
足
や
虚
偽
説
明
と
い
っ
た
問
題
点

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

光
サ
ー
ビ
ス
へ
の
乗
り
換
え
に
よ
り

月
額
料
金
が
安
く
な
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、「
契
約
解
除
料
は
発
生
し
な
い

か
」「
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更

に
な
ら
な
い
か
」
と
い
っ
た
点
は
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
光
サ
ー
ビ
ス
へ
の
乗
り
換
え

が
完
了
し
た
後
に
、
再
度
乗
り
換
え
る

場
合
は
、
契
約
解
除
料
が
生
じ
た
り
、

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
も
踏
ま
え
て

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
別

の
相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
４
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

募 　

集 

阿
賀
野
市
職
員
を

募
集
し
ま
す

◎
一
般
行
政
職

▼
受
験
資
格
＝
昭
和
61
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

▼
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
人

◎
保
健
師

▼
受
験
資
格

・・ 

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

・・ 

保
健
師
資
格
免
許
所
持
者
ま
た
は
平

成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
資
格
免
許

取
得
見
込
み
の
人

▼
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
人

◎
共
通
事
項

▼
試
験
区
分
＝
上
級
試
験

▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
28
年
4
月
1
日

▼
試
験
日
・
会
場

・ 

1
次
試
験
…
7
月
26
日
（
日
）・
新
潟

県
自
治
会
館

・ 

2
次
試
験
…
8
月
下
旬
（
予
定
）・
阿

賀
野
市
役
所

※ 

詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
方
法
＝
受
験
申
込
書
に
所
要
事

項
を
記
入
・
押
印
し
、
写
真
（
上
半
身

正
面
、
無
帽
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
１

枚
を
貼
り
、
他
の
２
枚
（
裏
面
に
氏
名

を
記
載
の
こ
と
）
を
添
付
し
て
、
総
務

課
に
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

郵
送
す
る
場
合
、
封
筒
に
は
「
職
員

採
用
試
験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き

し
、
書
留
等
の
確
実
な
方
法
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

※ 

試
験
案
内
や
受
験
申
込
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
6
月
24
日
（
水
）
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
ま
で
の
消
印

有
効
）

▼
受
付
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
土
曜
、
日
曜
を
除
く
）

▼
そ
の
他
＝
今
回
の
職
種
以
外
の
募
集

に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
が
の
7
月
号
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

人
事
係
（
内
線
２
８
６
）

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２　

（
住
所
不
要
）

安
田
支
所
庁
舎
整
備
検

討
委
員
会
委
員
を
募
集

　

平
成
29
年
度
に
予
定
し
て
い
る
安
田

支
所
庁
舎
（
公
民
館
機
能
を
含
む
多
機

能
施
設
）
の
整
備
を
検
討
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
＝
2
人

▼
任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
28
年
3

月
31
日

▼
応
募
資
格

・・ 

市
内
安
田
地
区
在
住
で
、
平
成
27
年

6
月
1
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
人

・・ 

平
日
（
夜
の
場
合
も
あ
り
）
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人
（
任
期
中
に
4
回

程
度
開
催
予
定
）

・・ 

市
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に

興
味
の
あ
る
人

・・ 

市
の
審
議
会
な
ど
、
他
の
付
属
機
関

の
公
募
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
人

▼
報
酬
等
＝
な
し

▼
募
集
期
間
＝
6
月
19
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
安
田
支
所
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
応
募
書
類
の
内
容
を
総
合

的
に
審
査
し
た
上
で
選
考
し
、
結
果
を

応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
管
財
課 

財

産
管
理
係
（
内
線
２
７
２
）

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２
（
住
所
不
要
）

Ⓕ
61
‐
２
０
３
７

kan
zai@

city.ag
an
o
.n
iig
ata.jp

（
福
）
か
が
や
き
福
祉
会

職
員
募
集

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
が
や
き
苑

①
介
護
職
員

▼
募
集
人
数
＝
45
人

▼
応
募
資
格
＝
不
問
（
介
護
福
祉
士
の

場
合
、
資
格
手
当
あ
り
）

②
介
護
職
員
（
パ
ー
ト
）

▼
募
集
人
数
＝
5
人

▼
応
募
資
格
＝
不
問

③
看
護
職
員

▼
募
集
人
数
＝
4
人

▼
応
募
資
格
＝
看
護
師
、
准
看
護
師

④
生
活
相
談
員

▼
募
集
人
数
＝
2
人

▼
応
募
資
格
＝
社
会
福
祉
士
、
社
会
福

祉
主
事
任
用
資
格

⑤
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

▼
募
集
人
数
＝
1
人

▼
応
募
資
格
＝
介
護
支
援
専
門
員

⑥
機
能
訓
練
指
導
員

▼
募
集
人
数
＝
1
人

▼
応
募
資
格
＝
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
柔
道
整
復
師
等

◎
協
働
作
業
所
か
が
や
き

⑦
支
援
員

▼
募
集
人
数
＝
3
人

▼
応
募
資
格
＝
社
会
福
祉
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
等

◎
こ
ど
も
園

⑧
保
育
職
員

▼
募
集
人
数
＝
3
人

▼
応
募
資
格
＝
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

◎
共
通
事
項

▼
募
集
期
間
＝
7
月
31
日
（
金
）
ま
で

▼
そ
の
他
＝
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
福
）
か
が
や
き
福

祉
会　

☎
68
‐
７
７
７
０
（
月
曜
〜
金

曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

公営（県営）住宅入居者募集
　公営（県営）住宅入居者を次のとおり募集します。

入居募集住宅 県営安野住宅（安野町・市消防本部近く）

3 号棟：昭和 56 年建設、中層耐火構造 5階建

エレベーター：なし　間取り：3DK…58.8 ㎡　専用駐車場あり（1世帯 2台まで）

募集戸数 2 戸（3号棟 5階 2戸）

家賃月額等 家賃：16,000 ～ 23,900 円／月　駐車場使用料：2,600 円／台

※ 家賃：入居者の所得に応じて算定されます。（低所得者減免制度あり）

入居資格

（①～⑤の

全てに該当

する人）

①現に住宅に困窮していることが明らかな人。

　※ 居住可能な住宅を所有している場合は入居できません。ただし、所有している住宅が居住

できないほど著しく老朽化し、費用不足のため建て替え等が困難である場合や、差し押え・

正当な事由等による立ち退きの要求等により、その住宅に居住できなくなった場合は可。

② 現に同居し、または同居しようとする親族（婚約者等を含む）がある人。

　※単身や離婚未成立の母子世帯が母子のみでの入居はできません。

③ 新潟県営住宅条例に定める諸控除後の収入月額が 158,000 円以下の世帯。

④ 本人または現に同居し、もしくは同居しようとする親族が暴力団員でない人。

⑤租税公課（税金など）を滞納していない人。

その他 ①浴槽、照明器具等の設置は、全て入居者負担となります。

②市において、引っ越しにかかるいかなる経費の負担および手続き等は行いません。

③入居時には保証人および敷金が必要となります。

　※県営住宅入居の保証人の条件：県内在住で入居申込者と同程度以上の収入のある者 1人。

■入居予定日＝ 7 月上旬以降

■選考方法等＝ 入居希望者が多数の場合は、世帯構成・住宅困窮度合等に配慮し、抽選で入居者を決定します（先

着順ではありません）。

■申込方法＝ 所定の申込書に添付書類を添えて 6月 19 日（金）までに社会福祉課へ申し込みください。申込

書は社会福祉課にあります。

■申し込み・問い合わせ＝社会福祉課 福祉企画係（内線 235）

あ
つ
ま
れ
未
来
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

地
方
創
生
た
い
こ
う
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
地
域
に

潜
在
す
る
革
新
的
・
創
造
的
プ
ラ
ン
に

関
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
対
象
＝
次
の
事
業
分
野
に
お
け

る
革
新
的
・
創
造
的
な
事
業
プ
ラ
ン

①
も
の
づ
く
り
分
野

②
ア
グ
リ
分
野

③
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

④
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野

⑤
地
方
創
生
分
野

⑥
そ
の
他
分
野

▼
応
募
資
格
＝
個
人
、
中
小
企
業
ま
た

は
中
小
企
業
者
を
中
心
と
す
る
団
体

で
、
新
潟
県
内
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
事
業
化
を
目
指
す
人
（
個
人
は

20
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
、
学
生
も
応

募
可
能
で
す
） 

▼
応
募
方
法
＝
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w
w
.ta
iko

b
a
n
k.jp

/n
e
w
s_

re
le
a
se
/d
e
ta
il.p

h
p
?
sn
=
4
3
8

）
か

ら
応
募
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

事
業
プ
ラ
ン
等
の
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
本
支
店
に
持
参
す
る
か
、
郵
送
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
＝
7
月
31
日
（
金
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
審
査
方
法

・・ 

第
1
次
審
査
…
書
類
審
査

・・ 

第
2
次
審
査
…
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
表
彰

・・ 

地
方
創
生
大
賞
…
１
０
０
万
円
（
1

プ
ラ
ン
）　

・・ 

地
方
創
生
優
秀
賞
…
50
万
円
（
2
プ

ラ
ン
）

・・ 

地
方
創
生
奨
励
賞
…
10
万
円
（
2
プ

ラ
ン
）

※ 

地
方
創
生
大
賞
の
受
賞
者
に
は
、
大

光
銀
行
の
費
用
負
担
に
よ
り
「
事
業

創
造
大
学
院
大
学
」の
科
目
履
修（
基

礎
科
目
の
う
ち
１
科
目
）
を
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

受
賞
事
業
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
外

部
専
門
家
と
の
連
携
な
ど
を
通
じ

て
、
事
業
化
に
向
け
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。

▼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

・・ 

8
月
上
旬
…
第
1
次
審
査

・・ 

8
月
下
旬
…
第
2
次
審
査

・・ 

9
月
上
旬
…
受
賞
者
発
表

・・ 

10
月
上
旬
…
表
彰
式 

▼
共
催
＝
（
公
財
）
に
い
が
た
産
業
創

造
機
構 

▼
後
援
＝
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業

局
、
新
潟
県
、
阿
賀
野
市
ほ
か

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
㈱
大
光
銀

行 

地
域
産
業
支
援
部　

☎
０
２
５
８

‐
36
‐
４
１
１
１

〒
９
４
０
‐
８
６
５
１　

長
岡
市
大
手

通
1
‐
5
‐
6

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市
民
の
掲
示
板

会
員
募
集

シ
ャ
キ
！
い
き
！
健
康
体
操

　

健
康
維
持
の
た
め
、
爽
や
か
な
汗
を

か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
週
木
曜
、
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
「
ホ
ー
ル
」
ほ
か

▼
会
費
＝
２
０
０
０
円
／
月

▼
問
い
合
わ
せ
＝
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

斎
藤　

☎
62
‐
６
２
４
８

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
日
）、28
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

　

今
年
も
開
催
決
定
。
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
2
時
30
分

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館

▼
内
容
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
縄
跳
び
、
紙
飛
行

機
飛
ば
し
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
阿
賀
野
市
・
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ

笹
神
体
育
館

第
12
回

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会

▼
日
時
＝
6
月
28
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
開
会
式
（
午
前
8
時
30
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
野
球
場

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者
（
性
別
・

年
齢
問
わ
ず
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
6
月
19
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
体
育

協
会　

☎
25
‐
７
６
１
３

健
康
・
子
育
て

心
の
病
気
の
家
族
を
お
持
ち
の
人
へ

夜
間
家
族
講
座

（
う
つ
病
）

▼
期
日
・
講
話
内
容
・
講
師

①    

7
月
2
日
（
木
）
…
「
明
日
か
ら
役

に
立
つ
う
つ
病
の
は
な
し
」・
有
田

正
知
医
師
（
有
田
病
院
）

②    

7
月
9
日
（
木
）
…
「
家
族
の
関
わ

り
方
」・
中
川
甚
一
郎
臨
床
心
理
士

（
南
浜
病
院
）

③    

7
月
16
日
（
木
）
…
「
利
用
で
き
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」・
障
害
者
総
合
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

▼
時
間
＝
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
（
午

後
6
時
45
分
〜
受
付
。
初
回
の
み
午
後

9
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

▼
対
象
＝
心
の
病
気
の
家
族
（
市
内
在

住
者
）
を
お
持
ち
の
人

※
原
則
3
回
全
て
に
参
加
で
き
る
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
6
月
19
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健

康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係
（
内
線

６
３
７
・
６
３
４
）

児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

　

平
成
27
年
2
月
〜
5
月
分
（
4
か
月

分
）
の
児
童
手
当
を
受
給
者
の
指
定
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
振
込
日
＝    

6
月
12
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
４
２
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
に
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ

パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
6
月
8
日
（
月
）、22
日
（
月
）

※
第
2
・
第
4
月
曜

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

※ 

開
催
日
は
図
書
館
休
館
日
で
す
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

○ 

6
月
8
日
（
月
） 

※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

　

広
い
会
場
で
み
ん
な
一
緒
に
遊
び
ま

せ
ん
か
？ 

図
書
館
職
員
に
よ
る
季
節

を
取
り
入
れ
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

わ
ら
べ
歌
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

○ 

6
月
22
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
た
な
ば
た
」

　

お
星
さ
ま
に
ど
ん
な
願
い
事
を
し
ま

す
か
？ 

み
ん
な
で
七
夕
飾
り
を
作
っ

て
、
大
き
な
笹
に
飾
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

着
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
の
洋
服

や
使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
提
供
く
だ
さ
い
。

7
月
の
「
夏
祭
り
」
で
不
用
品
の
バ

ザ
ー
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、

帯
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ

水
原
公
民
館

この欄への広告募集！
料金10,000 円（86mm× 47mm）

問い合わせは市民協働推進課 広報広聴係へ

（内線 291・301）

PRしてみませんか

（広 告）

♥
持
ち
歩
こ
う　

エ
コ
バ
ッ
ク

♥
も
っ
た
い
な
い　

上
手
に
料
理　

ゴ
ミ
減
量

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

募 　

集 

瓢
湖
の
夏
を
彩
る

〝
市
民
花
火
〞
参
加
者
募
集

　

市
民
花
火
実
行
委
員
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
花
火
協
賛
金
を
募
集

し
ま
す
。

▼
協
賛
金
＝
1
口
2
千
円
〜

▼
打
ち
上
げ
日
＝
8
月
25
日
（
火
）

※ 

瓢
湖
大
花
火
大
会
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス

タ
ー
マ
イ
ン
に
組
み
込
み
、
打
ち
上

げ
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
市
内
の
取
り
ま
と
め
協

力
店
（
店
頭
に
表
示
）
ま
た
は
水
原
商

工
会
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
氏
名
の
ほ
か
、
20
字
以
内
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
7
月
15
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
花
火
実
行

委
員
会
（
水
原
商
工
会
内
）
☎
62
‐

２
０
４
７

医
師
を
目
指
す
学
生
の

体
験
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

医
学
部
進
学
を
目
指
す
高
校
生
を
対

象
と
し
た
体
験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
28
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時

▼
会
場
＝
県
立
新
発
田
病
院

▼
対
象
＝
阿
賀
野
市
、
新
発
田
市
、
胎

内
市
、
聖
籠
町
在
住
の
医
学
部
進
学
を

目
指
す
高
校
生
、
ま
た
は
同
市
町
の
高

校
に
通
う
医
学
部
進
学
を
目
指
す
学
生

▼
申
込
期
限
＝
6
月
26
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 
医
薬
予
防
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
６
５
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎ 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
が

復
活 

　

痩
せ
た
い
人
や
筋
肉
を
つ
け
た
い

人
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
い
け
ど

や
り
方
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
随
時
開
催
（
要
予
約
）

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
」

▼
対
象
＝
水
原
総
合
体
育
館
・
笹
神
体

育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
会
員

▼
内
容
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
器

具
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
）

を
活
用
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

の
作
成
。

▼
受
講
料
＝
会
員
１
５
０
０
円
／
回
、

非
会
員
２
０
０
０
円
／
回

※ 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
は
別

途
徴
収
し
ま
す
。

◎ 

女
性
限
定
・
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ビ
ク
ス

▼
日
時
＝
7
月
18
日
〜
8
月
8
日
の
毎

週
土
曜
、午
後
8
時
〜
9
時
（
全
4
回
）

▼
会
場
＝
安
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
15
歳
以
上
の
女
性
（
中
学
生

不
可
）

▼
内
容
＝
水
の
抵
抗
や
浮
力
を
利
用
し

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
行
う
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
。

▼
講
師
＝
五
十
嵐
貴
衣
氏

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
参
加
費
＝
会
員
３
０
０
０
円
、
非
会

員
４
０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

▼
持
ち
物
＝
水
着
、
水
泳
用
帽
子
、
バ

ス
タ
オ
ル
な
ど

◎ 

初
心
者
向
け
!! 
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　

初
め
て
の
子
も
自
信
が
な
い
子
も
こ

の
機
会
に
や
っ
て
み
よ
う
。

 

▼
日
時
＝
7
月
１
日
〜
22
日
の
毎
週
水

曜
、
午
後
7
時
〜
8
時
（
全
４
回
）

▼
会
場
＝
水
原
屋
内
運
動
場

▼
対
象
＝
小
学
2
〜
6
年
生

▼
講
師
＝
菅
野
文
宣
氏
（
オ
ー
ル
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
所
属

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
会
員
・
非
会
員
共
２
０
０
０

円
（
保
険
料
込
み
）

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
な
ど

◎
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

大
好
評
の
塚
野
先
生
の
キ
ッ
ク
ボ
ク

サ
サ
イ
ズ
。
面
白
い
お
し
ゃ
べ
り
と
運

動
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

 

▼
日
時
＝
6
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
11
時

 

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
体
育
館

 

▼
講
師
＝
塚
野
真
一
氏
（
プ
ロ
キ
ッ
ク

ボ
ク
サ
ー
） 

▼
定
員
＝
先
着
20
人

 

▼
参
加
費
＝
会
員
５
０
０
円
、
非
会
員

８
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

 

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）
☎
61
‐
２
１
１
１

講
座
・
教
室

シ
ニ
ア
い
き
い
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

3
Ｂ
体
操
体
験
会

　

心
と
体
を
さ
ら
に
元
気
に
。
楽
し
く

体
を
動
か
し
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。

　

3
Ｂ
体
操
は
、
3
種
の
用
具
を
運
動

の
助
け
と
し
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
す
健
康
体
操
で
す
。

　

運
動
が
苦
手
と
い
う
人
で
も
大
丈

夫
。
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
6
月
9
日
（
火
）、16
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
公
民
館「
大
会
議
室
」

▼
対
象
＝
市
内
在
住
者

▼
講
師
＝
小
樋
山
ヒ
サ
エ
〔（
公
社
）

日
本
3
Ｂ
体
操
協
会
新
潟
県
支
部
公
認

指
導
者
〕

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
＝
動
き
や
す
い
服
装

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、汗
拭
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
小
樋
山　

☎
０
８
０

‐
１
０
３
４
‐
４
４
１
７

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
6
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

6
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
6
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
6
月
1
日（
月
）、8
日（
月
）、

15
日
（
月
）、18
日
（
木
）、22
日
（
月
）、

29
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
6
月
5
日（
金
）、12
日（
金
）、

19
日
（
金
）、
25
日
（
木
）、
26
日
（
金
）

夜
間
役
所
（
6
月
）

▼
期
日
＝
6
月
3
日
（
水
）、17
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
会
場
＝
市
役
所 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）は
交
付
の
み
で
す
。

水
原
郷
病
院

助
産
師
に
よ
る

電
話
育
児
相
談

　

妊
娠
中
か
ら
産
後
に
か
け
て
は
、
心

や
体
の
ほ
か
、
家
族
の
関
係
も
大
き
く

変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
や

悩
み
の
種
が
尽
き
ま
せ
ん
。
ご
自
身
の

体
や
お
っ
ぱ
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
な

ど
助
産
師
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。
ま
ず

は
電
話
で
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
6
月
16
日
（
火
）、
7
月
21

日
（
火
）
午
後
2
時
〜
4
時

▼
対
象
＝
妊
婦
や
産
後
1
〜
2
か
月
程

度
の
マ
マ

▼
そ
の
他
＝
電
話
で「
電
話
育
児
相
談
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
郷
病
院　

☎
62
‐
２
７
８
０

女
性
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　

毎
年
6
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

新
潟
県
弁
護
士
会
で
は
、
こ
れ
に
合

わ
せ
、
弁
護
士
に
よ
る
「
女
性
の
た
め

の
無
料
法
律
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

離
婚
、
Ｄ
Ｖ
被
害
、
セ
ク
ハ
ラ
、
男

女
問
題
、
性
犯
罪
被
害
等
、
幅
広
く
女

性
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

女
性
弁
護
士
へ
の
相
談
を
希
望
す
る

場
合
は
そ
の
旨
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
6
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

▼
会
場
＝
新
潟
県
弁
護
士
会
館
（
新
潟

市
中
央
区
学
校
町
通
1
番
町
1 

新
潟

地
方
裁
判
所
構
内
）

▼
相
談
方
法

・・ 

電
話
相
談
…
予
約
不
要

　　
 

☎
０
５
７
０
‐
０
４
５
５
３
３
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
。
当
日
限
り
）

・・ 
面
談
相
談
…
予
約
優
先

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県

弁
護
士
会　

☎
０
２
５
‐
２
２
２
‐

５
５
３
３

高
齢
者
相
談
窓
口

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
悩
み

事
の
相
談
を
、無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
電
話
・
面
談
い
ず
れ
も
可
）

◎
よ
ろ
ず
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

◎
専
門
相
談
（
要
予
約
）

▼
認
知
症
相
談
＝
6
月
4
日
（
木
）、

18
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30

分▼
法
律
相
談
＝
6
月
1
日
（
月
）、
8

日
（
月
）、
15
日
（
月
）、
22
日
（
月
）、

29
日
（
月
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
不
動
産
の
鑑
定
・
利
活
用
の
相
談

6
月
10
日
（
水
）、
24
日
（
水
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

▼
税
金
の
相
談
＝
相
談
日
時
は
、
そ
の

都
度
調
整
し
ま
す
。

▼
予
約
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
中
央

区
上
所
2
‐
2
‐
2 

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
3
階
）
☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐

４
１
６
５

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟
…
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

４
３
４
３

・ 

新
発
田
…
☎
０
２
５
４
‐
20
‐

４
３
４
３

・ 

村
上
…
☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話

番
号
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

（広 告）
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　フリーダイヤル　０１２０‐５９０‐７１０

包丁研ぎを始めました。引き取りに伺った上でお届けします

古いコンバインなど農業機械の引き取りもします

不用になりました　トラクター・バイク
　トラック・フォークリフト・重機
　大型ダンプ　 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

株式会社 ヌマズ    阿賀野市野田1066番地2 

◎お電話はこちらへ☎0250-68-4130

西野　桂一 88 歳 4.30 中央町 1

関川　一夫 59 歳 4.30 笹　岡

江口　榮一 79 歳 5.2 外城町

波多野秀松 75 歳 5.2 保　田

太田　芳夫 80 歳 5.2 学校町

二瓶フヰミ 87 歳 5.4 保　田

小川カヲル 89 歳 5.6 緑　岡

芋川　啓司 74 歳 5.7 駒　林

涌井　好一 82 歳 5.8 中央町 2

圓山十四三 76 歳 5.8 姥ヶ橋

渡邉セツミ 88 歳 5.10 大　室

井浦　タマ 87 歳 5.10 粕　島

佐藤　千代 89 歳 5.12 岡山町

加藤　春治 79 歳 5.12 榎船渡

濱﨑　睦子 67 歳 5.13 山口町 1

阿部　忠一 85 歳 5.14 中ノ通

市村　昭治 65 歳 5.14 天神堂

唐橋　俊英 87 歳 5.15 七　浦

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

堀　さくら 小栗山

横田　芽
め

依
い

 嘉瀬島

佐藤　礼
れ

桜
お

 安野町

小池穂
ほ

乃
の

香
か

 学校町

山田　莉
り

子
こ

 丸　山

北見　樹
たつ

希
き

 堀　越

大枝承
じょうたろう

太郎 山口町 1

清野　心
ここ

菜
な

 深　町

清田　結
ゆう

太
た

 百津町

倉島　　新
あらた

 南安野町

井上　咲
さ

紀
き

 緑　岡

志田　舜
しゅんた

太 保　田

五十嵐ひまり 百　津

大野　温
は

留
る

 榎船渡

ちゃん

ちゃん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

ちゃん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

秀　昭
恵　子
直　樹
由　美
峰　暁
亜　希
光

優　依
貴　博
美沙子
弘　一
知　子
真　也
陽
慎

有　美
尚　也
朝　美
涼

尚　子
紀　幸
眞　澄
徹

早　紀
佑　紀
綾　香
勝　之
志　帆

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（5月 1日～ 5月 15 日届出分）

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
6
月
10
日
（
水
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予

約
制
▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

年
金
相
談

▼
期
日
＝
6
月
17
日
（
水
）
※
毎
月
第

3
水
曜
に
開
催

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
第
2
多
目
的

ホ
ー
ル
」
※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
４
）

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1階「相談室」＝ 6月 10 日（水）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所１階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 214）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（広 告）
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20 歳の健康プレゼント事業

　

5
月
4
日
、
阿
賀
野
市
成
人
式
で

「
20
歳
の
健
康
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
20
歳
の
節
目
に
若

い
人
か
ら
も
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
お
う
と
、
市
と
新
潟
大
学
が
共

同
で
行
っ
た
も
の
で
す
。
前
日
と
当

日
、
合
わ
せ
て
80
人
の
新
成
人
が
、
血

圧
測
定
や
血
液
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

検
査
結
果
は
、
中
学
2
年
の
と
き
に

測
定
し
た
結
果
と
合
わ
せ
て
受
診
者

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
新
成
人
の
一
人

は
「
無
料
だ
っ
た
の
で
受
け
て
み
た
。

今
の
う
ち
か
ら
健
康
管
理
に
気
を
付

け
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

二十歳からの健康管理 旬
の
野
菜
で
疲
労
回
復

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫

　

五
十
嵐
文
一
さ
ん
（
関
屋
）
が
栽
培
し

て
い
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
す
。

　

疲
労
回
復
や
美
肌
、
血
管
を
丈
夫
に
す

る
作
用
が
あ
り
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の

予
防
な
ど
に
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

茎
も
柔
ら
か
く
、
サ
ラ
ダ
や
炒
め
物
に

し
て
も
良
い
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
オ
ー
ブ

ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
い
た
り
、
天
ぷ
ら
に

し
た
り
す
る
の
も
お
勧
め
だ
そ
う
で
す
。

　

6
月
上
旬
に
は
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
、

7
月
ご
ろ
ま
で
収
穫
が
続
く
そ
う
で
す
。

　

4
月
26
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
富ふ

栄え
い

人じ
ん

」
が
毎
年
恒
例
の
「
国
道
49
号
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
!!
」
を
実
施
。
5
回
目
と

な
る
今
回
は
、
会
員
の
ほ
か
、
市
民
や
阿

賀
野
市
役
所
の
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
を
走

る
国
道
49
号
沿
線
約
20
㎞
を
8
班
に
分
か

れ
、
約
2
時
間
に
わ
た
っ
て
ご
み
を
拾
い

ま
し
た
。
回
収
し
た
ご
み
は
、
燃
え
る
ご

み
１
９
０
㎏
、
金
属
50
㎏
、
び
ん
10
㎏
に

の
ぼ
り
、
同
じ
思
い
の
人
た
ち
と
交
流
し

な
が
ら
市
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
団

体
の
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
49
号
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
!!

今
年
で
5
回
目
の
恒
例
行
事

桜
湯
で
お
も
て
な
し

瓢
湖
湖
畔
で
の
花
の
摘
み
取
り

　

4
月
25
日
、
瓢
湖
湖
畔
で
桜
茶
用
の
八

重
桜
の
摘
み
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
摘
み
取
り
作
業
は
、
五
頭
温
泉
郷

女
将
会
と
水
原
商
工
会
婦
人
部
が
合
同

で
、
市
を
訪
れ
た
人
に
春
を
感
じ
さ
せ
る

お
も
て
な
し
を
し
よ
う
と
、
毎
年
こ
の
時

期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

約
15
人
の
参
加
者
は
、
満
開
の
八
重
桜

の
下
、
心
地
よ
い
春
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

摘
み
取
ら
れ
た
八
重
桜
は
、
塩
漬
け
し

た
後
に
軽
く
天
日
で
乾
燥
さ
れ
、
来
年
の

阿
賀
野
市
桜
ま
つ
り
や
五
頭
温
泉
郷
の
利

用
者
な
ど
に
無
料
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

山岳遭難防止対策協議会合同訓練

　

阿
賀
野
市
や
阿
賀
野
市
消
防
本
部

山
岳
救
助
隊
、
阿
賀
野
警
察
署
、
地

元
山
岳
救
助
隊
で
構
成
す
る
市
山
岳

遭
難
防
止
対
策
協
議
会
が
4
月
23
日
、

合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
山
岳
遭
難
事
故
等
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
の

連
携
協
力
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
無
線
で
の
通
信
訓
練
の

ほ
か
、
旧
五
頭
ス
キ
ー
場
駐
車
場
周

辺
を
会
場
に
遭
難
者
の
救
出
救
助
訓

練
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
訓
練
を
行
っ

た
後
、
本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
を

控
え
、
4
班
に
分
か
れ
て
五
頭
連
峰

の
登
山
道
点
検
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

五
頭
の
自
然
を
満
喫
！

五
頭
連
峰
山
開
き

　

5
月
3
日
、
五
月
晴
れ
の
下
、
五
頭
連

峰
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
コ
ブ
シ
や

ツ
バ
キ
な
ど
が
咲
く
登
山
道
の
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
、
登
山
愛
好
者
が
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
山
頂
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
頭
山
の
五
ノ
峰
山
頂
で
は
、
国
や
新

潟
県
、
阿
賀
野
市
、
山
の
会
な
ど
の
関
係

者
が
出
席
し
て
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

居
合
わ
せ
た
登
山
愛
好
者
と
共
に
、
シ
ー

ズ
ン
中
の
山
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
「
阿
賀
野
市
桜
ま
つ
り
」

が
、
4
月
11
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、

市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
朝
山
な
ど
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
始

ま
り
、
19
日
は
市
内
3
会
場
で
メ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
サ
ク
ラ
の
開
花
が
例
年
よ
り

早
く
、
ほ
と
ん
ど
の
花
は
散
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
新
江
会
場
で
は
、
出
店

や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
目
当
て

に
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
一
人
は
「
花
は
散
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
ら

れ
た
の
で
満
足
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

阿
賀
野
市
桜
ま
つ
り

サ
ク
ラ
よ
り
だ
ん
ご 

!?

阿
賀
野
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

　

5
月
10
日
、
新
潟
県
東
部
産
業
団
地

で
本
格
的
な
自
転
車
レ
ー
ス
で
あ
る
「
阿

賀
野
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
安
田
地
区
特
有
の
「
だ
し

の
風
」
が
吹
く
中
、
選
手
た
ち
は
懸
命

に
自
転
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

男
子
上
級
の
レ
ー
ス
で
は
、
最
高
速

度
が
時
速
50
㎞
に
達
す
る
な
ど
、
迫
力

の
あ
る
レ
ー
ス
展
開
に
観
客
か
ら
も
大

き
な
声
援
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
市
内
の
男
性
は
「
本
格
的

な
レ
ー
ス
は
初
め
て
で
、
疲
れ
た
が
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
転
車
レ
ー
ス
に
大
興
奮 

！

山岳遭難事故を未然に防止
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政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地

　

平
成
7
年
に
復
元
さ
れ
た
水
原
代
官
所
が

あ
る
場
所
（
外
城
町
10
‐
5
）
は
、
中
世
以
降

は
水
原
氏
の
居
城
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
水

原
代
官
所
が
置
か
れ
る
な
ど
、
越
後
北
域
に
お

け
る
時
の
権
力
の
拠
点
と
し
て
、
政
治
・
経
済
・

文
化
で
も
に
ぎ
や
か
さ
を
誇
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
歴
史
上
で
も
重
要
な
場
所
と
し

て
、
昭
和
44
年
に
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「
水
原
城
館
跡
・
水
原
代
官
所
跡
」
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
水
原
氏
支
配
の
居
城
跡

　

現
在
の
阿
賀
野
市
お
よ
び
周
辺
の
地
域
一

帯
は
、
平
安
時
代
「
白し

ら

河
か
わ
の
し
ょ
う

荘
」
と
呼
ば
れ
る

荘
園
で
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
の
初
め
、
源
頼
朝
の
命
に
よ
っ

て
、
伊
豆
の
豪
族
大
見
氏
が
地
頭
（
所
領
の

管
理
支
配
）
と
な
り
、そ
の
後
は
「
水
原
氏
」「
安

田
氏
」「
山
浦
氏
（
笹
岡
方
面
）」
な
ど
の
在
地

名
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
水
原
氏
は
、
こ
こ

に
居
城
を
築
い
て
支
配
を
続
け
ま
し
た
が
、
上

杉
謙
信
亡
き
後
の
後
継
者
争
い
（
御お

館た

て

の
乱
）

で
上
杉
景
勝
側
に
つ
き
、
功
績
を
あ
げ
た
新
発

田
氏
が
期
待
ど
お
り
の
褒
美
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
を
不
服
と
し
て
反
乱
を
起
こ
し
ま
す
（
反

乱
の
原
因
・
経
緯
は
諸
説
あ
り
）。
こ
の
反
乱

を
抑
え
る
た
め
挙
兵
し
た
景
勝
側
に
水
原
氏

（
満
家
）
も
参
戦
し
、
激
戦
と
な
っ
た
現
新
発

田
市
法
正
橋
で
戦
死
し
ま
す
。

　

慶
長
3
（
１
５
９
８
）
年
に
最
後
の
城
主
が

景
勝
と
共
に
会
津
へ
移
り
、
新
発
田
藩
溝
口

家
城
代
が
入
城
、
貞
享
元
（
１
６
８
４
）
年

に
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

◆
最
後
の
城
主
は
上
杉
鉄
砲
隊
長

　

上
杉
謙
信
と
景
勝
に
仕
え
、
川
中
島
の
戦

い
を
は
じ
め
数
々
の
武
勇
伝
を
残
し
た
水す

い

ば

ら原

常ひ

た

ち

の

す

け

陸
介
親ち

か

の

り憲
が
水
原
城
最
後
の
城
主
で
し
た
。

　

作
家
司
馬
遼
太
郎
も
親
憲
が
眠
る
米
沢
の

林
泉
寺
、
上
杉
家
墓
所
を
訪
ね
て
書
い
た
「
街

道
を
行
く
（
羽
州
街
道
・
佐
渡
の
み
ち
）」
の

文
中
に
、「
境
内
に
は
景
勝
時
代
の
名
士
の
墓

が
多
い
。
た
と
え
ば
水
原
常
陸
介
親
憲
〜
少

年
の
こ
ろ
に
謙
信
に
つ
か
え
、
鉄
砲
隊
の
指

揮
で
は
名
人
と
さ
れ
、
大
坂
の
陣
の
こ
ろ
は

上
杉
家
武
勇
の
代
表
的
存
在
〜
」
と
そ
の
勇

将
ぶ
り
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

◆
天
領
の
地 

あ
が
の

　

江
戸
幕
府
の
直
轄
地
（
天
領
）
と
し
て
、

水
原
城
跡
に
水
原
代
官
所
が
置
か
れ
た
の
は
、

延
享
3
（
１
７
４
６
）
年
。
な
ぜ
こ
の
地
に

水
原
代
官
所
を
置
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
福

島
潟
や
紫
雲
寺
潟
の
開
発
、
新
発
田
藩
ら
の

監
視
の
ほ
か
、
生
産
力
の
高
い
こ
の
地
方
の

収
納
確
保
に
よ
っ
て
幕
府
財
政
を
潤
す
た
め

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
支
配
高
は
5

〜
11
万
石
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
原
代
官
所
は
慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年

に
会
津
藩
預
か
り
と
な
っ
て
、
そ
の
役
目
を

終
え
ま
し
た
が
、
歴
代
の
代
官
は
22
人
を
数

え
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
一
般
の
子
弟
に

ま
で
分
け
隔
て
な
く
入
校
の
門
戸
を
広
げ
た

学
問
所
「
温
故
堂
」
を
開
設
し
、権ご

ん

現げ

ん

（
神
様
）

と
も
称
さ
れ
た
19
代
小
笠
原
信
助
、
幕
末
の

風
雲
児
で
あ
る
勝
海
舟
の
伯
父
、
12
代
男
谷

彦
四
郎
と
17
代
松
坂
三
郎
左
衛
門
も
名
を
連

ね
て
い
ま
す
。

《
参
考
図
書
》・
水
原
町
編
年
史
・
水
原
郷
土

誌
料
・
水
原
の
歴
史
風
土
・
水
原
人
物
風
土
記
・

水
原
代
官
所
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書

　
　
　
　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

こ
の
史
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
回
に
お
よ

ぶ
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
建
物
の
柱
や
井
戸
、

漆
塗
り
の
お
わ
ん
な
ど
の
食
器
、
く
し
や
か
ん

ざ
し
な
ど
の
結
髪
道
具
、
紅
皿
な
ど
の
化
粧

道
具
、
す
ず
り
や
水
滴
な
ど
の
文
具
、
土
人
形

や
ま
ま
ご
と
に
使
っ
た
玩
具
と
、
要
所
で
あ
っ

た
当
時
の
生
活
を
う
か
が
い
知
る
も
の
が
多

数
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
は
代
官
所
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

復元された水原代官所復元された水原代官所

水原代官所水原代官所鳥鳥
ちょうちょう

瞰瞰
かんかん

図図
ずず

写し（年代不詳）写し（年代不詳）

5月 10 日に行われた供養祭5月 10 日に行われた供養祭
（水原常陸介親憲公を偲ぶ会）（水原常陸介親憲公を偲ぶ会）

問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線282）

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/site/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

毎
回
楽
し
く
見
て
い
ま
す
。
孫
が

ご
ず
っ
ち
ょ
の
大
フ
ァ
ン
で
会
い

た
い
よ
う
で
す　

 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
、
い
つ
も
し
っ
か
り
読
ん
で

い
ま
す
。
写
真
も
よ
く
撮
れ
て
い

ま
す
ね
。　
　
　

 

（
70
代
・
女
性
）

☆ 

4
月
か
ら
特
集
の
掲
載
を
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
か
ら

広
報
あ
が
の
を
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
月
の
間
違
い
探
し
は
珍
し
く
す

ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。
い
つ
も
微

妙
な
間
違
い
で
、
い
つ
か
こ
の
問

題
を
作
っ
て
い
る
人
に
会
っ
て

「
絶
対
見
つ
け
る
！
」
宣
戦
布
告

し
た
い
で
す
（
笑
） （
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

私
の
娘
も
通
学
に
市
営
バ
ス
の
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
エ
コ

の
た
め
に
、
た
ま
に
は
車
を
使
わ

ず
、
市
営
バ
ス
に
乗
ろ
う
か
な
と

思
い
ま
し
た
。　

 

（
40
代
・
女
性
）

☆ 

市
営
バ
ス
だ
と
自
家
用
車
よ
り
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、あ
ま
り
通
っ

た
こ
と
の
な
い
道
を
通
る
の
で
、

景
色
が
新
鮮
に
見
え
ま
す
よ
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

あ
か
ま
つ
荘
へ
は
車
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
市
営
バ
ス
を

利
用
し
、
ビ
ー
ル
を
お
い
し
く
飲

ん
で
き
ま
ー
す
！ 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

島
倉
画
家
の
風
景
画
、
見
に
行
こ

★5月もイベントに参加して
　　阿賀野市をPRしてきたっちょ！

　3日の「五頭連峰
山開き」では、五
頭山五ノ峰山頂で
行われた安全祈願
祭に参加してきた
よ。天気が良かっ
たから、山頂から
の眺めが最高だっ
たっちょ。

　3～ 5日の 3日間、万代シティで開催された
「万代アースフェスタ 2015」では、来場してく
れた大勢の人たちと写真を撮ったり、触れ合っ
たりしてきたっちょ。県内のお友達のキャラク
ターたちにも会えて楽しかったっちょ。

★福島県に行ってくるっちょ！
　6月は、日本三大ご当地キャライベント（羽生・
彦根・白河）の一つ「ご当地キャラこども夢フェ
スタ in しらかわ 2015」に、初めて参加してく
るっちょ。開催地は、福島県白河市で約200キャ
ラが参加する大きなイベントだよ。お隣りの県
で阿賀野市をいっぱい PRしてくるっちょ。

う
と
思
い
ま
す
。 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

防
災
チ
ャ
イ
ム
は
、
畑
に
い
る
と

き
、
時
間
が
分
か
り
、
本
当
に
あ

り
が
た
い
で
す
。　

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

に
こ
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
様
子

が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
広

報
、
い
つ
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

温
泉
に
行
く
際
に
市
営
バ
ス
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
助
か
り

し
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
利
用
者
が

5
〜
6
人
の
時
も
あ
り
、
運
営
の

大
変
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
営
バ
ス
は
利
用
者
が
少
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
絶
対
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ミ
ル
ク
く
ず
も
ち
が
お
い
し
そ

う
！　
　
　
　
　

 

（
5
歳
・
女
性
）

☆ 

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
料
理
を
た

く
さ
ん
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
作

り
方
も
載
せ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

家
庭
で
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

あ
か
ま
つ
荘
の
料
理
、
食
べ
て
み

た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 　

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
大
好
き
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
20
代
・
男
性
）

№36№36

P.N ゆうちゃんさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを

ありがとう！
これからもどんどん
送ってください。

楽しみに
待ってま～す♪



31 平成 27 年 6 月号 30平成 27 年 6 月号

★ 5月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 5月号の当選者
・・P.N トン子さん　P.N 白髪のおじさんさん
・・P.N 夏野菜さん　・・稲垣睦子さん
・・P.N もんじろうさん　・・P.N MS-06-S さん
・・P.N tokiBaBa さん　・・赤澤修さん
・・P.N よっちゃんさん　・・P.N ひろのひよ子さん　

《応募総数 18 通　17 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 6月 15 日（月）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　せっかく応募していただいているのに、年齢、感想・

意見などが未記入のため、無効になってしまうはがき

が見受けられます。下の必要事項を確認しましょう。

紙面紙面

　5月 4 日、成人式の受け付けの様子です。振り袖やスーツ姿での再会に、会場のあちらこちらで歓声が上がり、
新成人の笑顔がはじけていました。※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
マグネットマグネット

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

切り干し大根ときゅうりのあえ物

【作り方】

① 切り干し大根は水に浸し、戻して、水気を搾る。キュウリ、ニンジンは

千切りにする。

② 戻した切り干し大根、キュウリ、ニンジン、塩昆布を酢、しょうゆであ

える。

【材料】（4人分）

切り干し大根……………………24 ｇ

キュウリ……………………………1本

ニンジン…………………………10 ｇ

塩昆布………………………………6ｇ

酢………………………………小さじ 2

しょうゆ……………………小さじ 1/2

＆ちょシールル＆ルっち ＆っちょシール＆

二は

た

ち十
の
健
康
診
断
と
健
康
寿
命

　

生
活
環
境
の
変
化
や
医
学
・
医

療
の
進
歩
に
よ
り
感
染
症
な
ど
の

急
性
疾
患
が
減
少
し
、
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
飛
躍
的
に
伸
び
、

１
９
８
４
年
（
昭
和
59
年
）
か
ら

は
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
り
ま
し

た
。
阿
賀
野
市
民
の
平
均
寿
命
は
、

男
性
78
・
6
歳
、女
性
87
・
3
歳
（
平

成
26
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
阿
賀
野
市
で

も
急
激
な
出
生
率
の
低

下
に
よ
り
少
子
・
高
齢

化
が
進
み
、
２
０
０
５

年
（
平
成
17
年
）
の
高

齢
化
率
24
・
6
％
（
4

人
に
1
人
）
に
対
し
て

２
０
２
５
年
（
平
成
37

年
）
に
は
、
35
・
4
％

（
3
人
に
1
人
）
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
い

う
超
高
齢
社
会
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
高
齢
化
に
伴

い
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、

が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
人
が
増
え
る
と
と
も
に
、
認
知

症
や
寝
た
き
り
が
原
因
で
要
介
護

状
態
に
な
る
人
が
増
え
、
医
療
費
や

介
護
給
付
費
の
増
加
と
併
せ
て
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た

め
、
健
康
で
長
生
き
を
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
当

た
っ
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健

康
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
健
康
的

な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
主
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
人
の
健
康
寿

命
は
男
性
が
70
歳
、
女
性
が
74
歳
程

度
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
平
均

寿
命
と
の
差
を
ど
う
埋
め
る
か
が

知
恵
の
絞
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
生
活
習
慣

病
患
者
を
減
ら
す
た
め
の
共
同
研

究
を
進
め
て
い
る
新
潟
大
学
医
学

部
（
血
液
・
内
分
泌
・
代
謝
内
科
）

と
連
携
し
、
今
年
か
ら

「
20
歳
の
健
康
プ
レ
ゼ

ン
ト
事
業
」
と
し
て
成

人
式
の
会
場
で
血
液
検

査
な
ど
の
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
２
０
０
６

年
（
平
成
18
年
）
か
ら

市
内
4
中
学
校
の
2
年

生
を
対
象
に
血
液
検
査

や
生
活
実
態
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
新
成
人
は
中
学
時

代
の
デ
ー
タ
と
の
比
較

が
で
き
る
こ
と
も
あ

り
、
研
究
成
果
へ
の
期

待
が
高
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

5
月
4
日
の
成
人
式
に
は
、
新

成
人
３
８
１
人
が
出
席
。
そ
の
う

ち
80
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
事
業
を
成
人
式

の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
と
と
も

に
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
す

阿
賀
野
市
の
礎
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

田
中
清
善

● 

今
月
は 

中な
か

島じ
ま

2 

で
す 

●

上
水
道
施
設
設
置
で
区
域
が
形
成

　

中
島
2
は
、
市
の
上
下
水
道
局
を
中

心
に
形
成
さ
れ
た
自
治
会
で
、
旭
町
、

中
島
1
、中
島
3
、中
島
4
、白
鳥
通
り
、

堰
場
の
各
自
治
会
と
接
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
ま
で
、
中
島
2
の
東
側

を
南
北
に
走
る
、
国
道
49
号
で
あ
っ
た

市
道
中
島
南
新
町
線
沿
道
に
は
、
商
店

街
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以

外
の
区
域
は
、
田
ん
ぼ
の
中
に
転
々
と

住
宅
が
あ
る
程
度
で
、
当
時
は
天
朝
山

や
旧
水
原
警
察
署
・
水
原
劇
場
等
の
建

物
も
田
ん
ぼ
越
し
に
よ
く
見
え
ま
し
た
。

　

昭
和
11
年
、
現
在
の
上
下
水
道
局
の

敷
地
に
長
福
寺
境
内
の
良
質
な
伏
流
水

を
水
源
と
し
た
上
水
道
施
設
が
竣
工
。

そ
れ
に
伴
い
、
水
原
本
町
商
店
街
か
ら

大
山
祗
神
社
手
前
ま
で
の
市
道
上
町
中

島
線
が
昭
和
40
年
代
に
整
備
さ
れ
、
沿

道
に
住
宅
が
次
々
に
建
設
。
現
在
の
中

島
2
の
区
域
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

念
願
の
「
中
島
2
町
内
会
館
」
完
成

　

昭
和
48
年
の
水
原
町
町
民
運
動
会
で

2
位
に
な
る
な
ど
、
当
時
は
昭
和
10
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
で
構
成
し
て
い
た

「
青
年
会
」
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会

中島 2町内会館竣
しゅんこう

工式（平成 26 年 12 月）

南

西

北

東

中島 2

へ
の
参
加
等
、
活
動
が
盛
ん
で
し
た
。

　

集
会
施
設
が
な
く
、
集
ま
り
は
自
治

会
長
宅
な
ど
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
会

館
建
設
の
機
運
は
高
ま
り
ま
し
た
が
、

話
が
ま
と
ま
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
青
年
会
が
昭
和
60
年
に
土
地

を
借
り
て
プ
レ
ハ
ブ
の
会
館
を
建
設
。

天
朝
山
に
あ
っ
た
越
後
府
を
建
て
た
棟

梁
で
あ
る
五
十
嵐
徳
次
郎
を
輩
出
し
た

土
地
柄
か
ら
か
、
大
工
な
ど
建
設
関
係

の
職
人
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
レ

ハ
ブ
自
体
は
購
入
し
た
も
の
の
、
多
く

の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
経
費

節
減
に
努
め
て
会
館
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
に
は
、
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
建
設
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
会
費

の
約
半
分
を
毎
年
積
み
立
て
て
準
備
を

開
始
。
平
成
26
年
に
は
、
台
風
で
プ
レ
ハ

ブ
の
屋
根
が
飛
ん
だ
こ
と
や
土
地
借
用

の
問
題
な
ど
か
ら
会
館
の
建
設
を
決
断

し
、
9
月
に
工
事
着
手
。
市
の
集
会
用
施

設
建
設
費
補
助
金
も
活
用
し
、念
願
の「
中

島
2
町
内
会
館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

各
種
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て

　

今
回
の
会
館
建
設
を
機
に
、
平
成
26

年
4
月
、
認
可
地
縁
団
体
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
自
治
会
規
約
を
定
め
、

今
年
4
月
に
は
新
し
く
な
っ
た
会
館
で

2
回
目
の
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
中

島
3
と
一
緒
に
組
織
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

「
暁

ぎ
ょ
う
ざ
ん山
会
」
の
カ
ラ
オ
ケ
部
も
毎
週
火
曜
、

こ
の
会
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
お
祭
り
の
灯
籠
制
作
や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
を
担
う
、
30
〜

50
代
で
構
成
す
る
「
青
年
会
」
が
こ
の

会
館
を
有
効
活
用
し
、
自
治
会
の
中
心

と
な
っ
て
各
種
活
動
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
中
村
征
士
さ
ん
ほ
か
2
人
）

■世帯数 70
■人　口 207

（5月 1日現在）

市役所から徒歩で 3分～ 7分
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作 . 渡辺 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「かずま」のおきにいりは、でんしゃやバスなどの のりもの！

弟の「たいが」といっしょに のりもののおもちゃで あそぶこと

もあるし、えほんや DVD もみたりするんだ。えほんにのってい

る でんしゃのなまえは ぜんぶいえるよ。きょうは「たいが」と 

しんかんせんのおもちゃで あそぶぞ！

渡邊 一
か ず ま

翔くん（2歳11か月）／中央町2（パパ計一さん・ママさやかさん）

【人の動き】 人口 44,569 人（－ 10） 男 21,579 人（＋ 18） 女 22,990 人（－ 28） 世帯数 14,219（＋ 5)

平成 27 年 5 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 26 人・死亡 44 人・転入 102 人・転出 94 人

　4月 23日、ごずっちょのプロモーション画

像の撮影のため、瓢湖の白鳥公園に行ってき

ました。当日は満開の八重桜が出迎えてくれ

ました。ごずっちょのフェイスブックにカラー

画像が掲載されていますのでご覧ください。

　わたしの名前は「メロ

ディー」だよ。シェットラ

ンドシープドッグの 5 歳。

みんなからは「メロ」ちゃ

んって呼ばれているんだ。

　好奇心が旺盛で何でも気

になっちゃうんだ。人が大

好きで、家に来るいろんな

人と遊んでもらうのが楽しみなんだ。

　今は、食べ過ぎで太ってしまいダ

イエット中。頑張って痩せるぞ！

中村満さん（みそら野町）宅の「メロディー」ちゃん

　５月８日、取材の帰り道で見つけたカルガ

モが抱卵している様子です。場所は、遺跡の

発掘現場ですが、作業関係者の配慮で一区画

だけ残して作業していました。専門家の話で

は、28 日から 30 日で卵からかえるそうです。

左：左：大大
たいたい

雅雅
がが

くん（10 か月）くん（10 か月）


